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平成 19 年 3 月 30 日 
金融 庁 検 査 局 


金融 検査 評定 制度 に 関す る Q&A 
く 目 次 > 


評定 制度 に つい て 


( 間 1) 金融 検査 評定 制度 導入 の 趣旨 は 何で すか 。 ま た 、 導 入 に より 従来 の 金融 検 
査 か ら 何 が 変わ る の で すか a や TONROT09 け し 、 っ 7 


( 間 2) 金融 検査 マニ ュ ア ル の 改訂 に 伴い 、 金 融 検査 評定 制度 も 改正 され まし た が 、 
條 の 9 計る の 00G ま Ne 7 


( 間 3) 金融 検査 評定 制度 の 本 格 施行 (選択 的 な 行政 対応 へ の 反映 ) 及 び 今 回 一 
部 改正 され た 評定 制度 の 適用 時 期 は いつ に な る の で すか 8 


( 問 4) 19 年 4 月 1 日 か ら 本 格 施 行 され る 主要 行 と は 具体 的 に は どこ が 該当 する の 
CN 8 


( 問 5) 主要 行 以外 に つい て は 、 な ぜ 19 年 12 月 31 日 まで に 予告 する ( 無 予告 の 場 
合 は 、 立 入 を 開始 する ) 検査 に 係る 評定 結果 を 選択 的 な 行政 対応 に 反映 させ 


の OG すす が 9 
( 間 6) 評定 の 対象 と し な い 場 合 と は 、 ど の よう な 場合 で すか 9 
( 問 7) 金融 検査 評定 制度 本 格 施 行 後 に お ける 検査 に つい て も 、 立 入 検査 開始 時 

に 被 検査 金融 機関 に 自己 評価 を 求め る の で すか ei 10 
( 間 8) 評定 結果 が 立入 終了 後に 変更 され る こと は ある の で すか 。 … 10 
( 問 9) 評定 結果 の 分 布 状況 は 今後 も 公表 する の で すか oi 10 


( 問 10) 金融 検査 指摘 事例 集 (評定 に 関す る 事例 ) は 今後 も 公表 する の で すか 。 …11 


( 問 11) 評定 の 対象 と し て いな い 金 融 機関 に 対す る 評定 制度 の 導入 に つい て 、 現 段 
階 で の 方 針 等 は あり ます か a 11 


I. 選択 的 な 行政 対応 に つい て 
( 間 12) 具体 的 に 評定 結果 を どの よう に 検査 に お ける 選択 的 な 行政 対応 に 結び つ 


ee 12 
( 問 13) 評定 結果 は 検査 周期 に ビ どの よう に 反映 させ る の で すか 。 ……………………… 12 


( 間 14) 評定 結果 を 検査 周期 に 反映 する こと に よっ て 、 風 評 リ スク を 招く の で は な い 


( 問 15) 評定 結果 に 基づき どの よう に 検査 範囲 に 関し 選択 的 な 行政 対応 を 行う の で 


が SN 13 
( 問 16) 評定 結果 に 基づき どの よう に 検査 深度 に 関し 選択 的 な 行政 対応 を 行う の で 
A a 13 
( 問 17) C 評 価 以 下 と な っ た 場合 、 監 督 上 の 業務 改善 命令 等 に 直接 結び つく の で す 
DE NN 13 
相 . 評定 段階 の 定義 に つい て 
( 問 18) 各 評 定 段 階 に つい て 、 具体 的 な 判断 基準 は ある の で すか の 15 
( 問 19) 償却 ・ 引 当 の 科 離 率 な どの 具体 的 な 数 値 基 準 を 示す こと で 、 定量 的 な 基準 
を 設け る こと は で き な い の で すか の 15 
( 問 20) 評定 段階 を 判断 する 上 で の 要素 は 何で すか 。 III 16 


( 問 21) A 評価 に お ける 「 軽 微 な 弱点 で 影響 は 小さ い 場 合 」 と は 具体 的 に どの よう な 
レベ ル を 指す の で すか 。 16 


( 問 22) 問題 事象 (不備 事例 ) が 発生 し て いる 場合 は 、 強 固 な 内 部 管理 態勢 が 構築 
され て いな いと し て A 評価 と は な ら な い の で すか 。 et 17 


( 問 23) B 評 価 に お ける 「 軽 微 な 弱点 で 重大 な 影響 を 及ぼ す も の で は な い 場 合 」 と は 


具体 的 に どの よう な レベ ル を 指す の で すか 。 17 
( 問 24) B 評 価 に つい て 、「 今 後 な され る こと が 期待 で きる 。 」 と あり ます が 、 ど の よう 
な 場合 に 「 期 待 で きる 」 と 判断 する の で すか LtIIOIeー 18 
( 問 25) B 評 価 は 改善 を する 必要 が な いと いう こと で すか 。… 18 


( 問 26) C 評 価 に お ける 「 軽 微 で は な い 弱 点 で 影響 が 認め られ る 場合 」 と は 具体 的 に 
どの よう な レベ ル を 指す の で すか 。 19 
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( 間 27) D 評 価 に お ける 「 金 融 機関 と し て の 存続 が 脅かさ れる 懸念 が あめ る 、 ま た は 、 
その よう な 状況 に ある 場合 」 と は 具体 的 に どの よう な レベ ル を 指す の で すか 。. 19 


( 間 28) 評定 段階 の 定義 に 用 いら れ て いる 「 弱 点 」 と は 、 何 を 指す の で すか 。 具体 的 
な 問題 事象 (不備 事例 )】 の こと で すか a 20 


( 問 29) 金融 機関 に よっ て 「 規 模 ・ 特 性 」 が 異な っ て いる と 考え られ ます が 、 評価 を す 
る に 当たり どの よう に 勘案 され る の で すか 20 


IV. 評定 の 評価 に つい て 
( 問 30) 改正 後 の 評定 制度 に よる 評価 に 当たっ て は 、 今 回 改訂 され た 人 金融 検査 マニ 
ュ ア ル の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト に 基づき 行う の で すか 21 


( 問 31) 評定 制度 に お いて は 、 内 部 管理 態勢 面 に 評価 の 重点 を 置く こと と な っ て いま 
す が 、 具体 的 に は どの よう に 評価 する の で すか 。 21 


( 問 32) 内 部 管理 態勢 と し て 必ず し も 十分 と は 言え な い が 、 上 具体 的 な 問題 事象 (不備 
事例 ) も 認め られ な い 場 合 、 ど の よう な 評価 と な る の で すか 22 


( 問 33) 内 部 監査 の 機能 発揮 状況 に つい て は 、 評 定 を 行う 上 で どの よう に 勘案 され 
と 70 め GGSS EE 22 


( 問 34) 信託 兼営 金融 機関 の 行う 信託 業務 に つい て は 、 ど の よう に 評価 する の で す 
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( 問 35) 「 評 定 に お ける 留意 点 等 」 に お いて 、 評 定 上 の プラ ス 要 素 や マイ ナス 要素 と 
する 項目 が いく つか 挙げ られ て いま す が 、 評 価 す る 際 に どの よう に 反映 され る 
(の と GS RN 23 


( 問 36) 各 リ スク 管理 の 責任 者 が 行う 評価 ・ 改 善 に つい て も 、 そ の 評価 ・ 改 善 活動 が 
有効 に 機能 し 、 積 極 的 な 取組 み に よ り リ スク 管理 態勢 等 の 向上 、 強 化 に 繋が っ 
て いる と 認め られ る 場合 に は 、「 プ ラス 要素 」 と し て 評価 する こと に な る の で す 


( 問 37) 業務 改善 命令 が 発出 され て いる 、 あ る い は 金融 機関 の 財務 指標 や ナオ フサ イ 
ト ・ モ ニタ リン グ を 通じ て 把握 し た 情報 等 で 問題 が 認め られ る 場合 は 、C 評 価 以 
と な る の EI 24 


( 問 38) 個別 の 問題 事象 (不備 事例 ) が 発生 し て いる 場合 は 、C 評 価 以下 と な る の で 


( 問 39) 個別 の 問題 事象 (不備 事例 ) の 影響 が 、 複 数 の 評定 項目 に また が る 場合 に 
は 、 ど の よう に 評価 する の で すか の 25 


( 問 40) 本 人 確認 や 疑わ し い 取 引 の 届出 に 関し て 、 法 令 違反 等 の 事例 が 認め られ 
た 場合 、 ど の 評定 項目 で 評価 する の で すか 。 26 


( 間 41) 不祥事 件 の 再発 防止 策 に 問題 が 認め られ る 場合 、 ど の 評定 項目 で 評価 す 
( 間 42) 投資 信託 や 保険 の 販売 に 係る 法令 等 、 顧 客 保護 に 関す る 法令 に 係る 違反 
等 の 事例 が 認め られ た 場合 、 ど の 評定 項目 で 評価 する の で すか 。 27 


( 問 43) 要 管 理 先 の 判定 に お ける 貸出 条件 緩和 債権 の 認定 に つい て 、 自 己 査 定 と 
検査 結果 の 差 が 大 きか っ た 場合 、 ど の 評定 項目 で 評価 する の で すか 。 ……… 27 


( 問 44) 「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 
に] 誠に PIE 28 


( 問 45) 「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」 と 各 評 定 項目 に お ける 経営 
陣 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 の 関係 は どの よう に な っ て いる の で すか 。 …… 28 


( 間 46) 「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態 勢 一 基本 的 要素 一 」 と その 他 の 管理 態勢 に 重複 
され て いる 項目 (内 部 監査 実施 要領 ・ 計 画 の 整備 ・ 周 知 、 新 規 商品 等 審査 に 関 
する 取扱 い 、 危 機 管 理 態勢 ) に つい て は 、 具 体 的 に どの 項目 で 評価 する の で 


ん MP の 29 
( 間 47) 法令 等 遵守 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 30 


( 問 48) 法令 等 遵守 態勢 を 評価 する 上 で 、 規 模 ・ 特 性 は 勘案 し な い の で すか 。…… 31 


( 問 49) 法令 等 遵守 態勢 の 【 プ ラス 要素 】 と し て 、「 取 締 役 会 等 及び コン プラ イア ンス 
統括 部 門 の 管理 者 が 行う 評価 ・ 改 善 活動 が 有効 に 機能 し て お り 、 法 令 等 遵守 
に 関す る 役職 員 の 取組 等 が 常に 向上 し て いる よう な 好 循 環 が 見 られ る 場 
合 ・…・」 と あり ます が 、 具体 的 に は どの よう な 基準 で 行う の で すか 。 ………… 31 


( 問 50) 法令 等 遵守 態勢 の 【 マ イナ ス 要 素 】 と し て 「 法 令 等 違反 の 事実 の 発覚 を 隠蔽 
し て いる も の や 黙認 し て いる も の 、 当局 へ の 届出 を 意図 的 に 欠い て いる も の が 
存在 し て いる 場合 。 た だ し 、 そ の 事案 の 広がり や 、 経 営 陣 の 役割 、 隠 蔽 等 の 事 
実 の 発覚 の 経緯 を 把握 し た 上 で 、 事 案 の 程 度 に 応じ て 勘案 を 行う こと に 留意 
する 」 と あり ます が 、 ど の よう に 判断 する の で すか 。… 31 


( 問 51) 顧客 保護 等 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 … 32 


( 問 52) 顧客 保護 等 管理 態勢 の 【 プ ラス 要素 】 と し て 「 顧 客 説明 管理 と 顧客 サポ ー ト 
等 官 理 が 有機 的 に 連関 し 相乗 効果 を 発揮 し て いる 場合 」 が 掲げ られ て いま す 


が 、 具体 的 に は どの よう な 状況 が 該当 する の で すか 33 
( 問 53) 顧客 保護 等 管理 態勢 の 【 プ ラス 要素 】 と し て 、「 顧 客 の 評価 も 絶え ず 向 上 し て 

いる 場合 」 と あり ます が 、 具体 的 に は どの よう な 基準 で 行う の で すか 。 33 
( 問 54) 統合 的 リス ク 管 理 態 勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 34 


( 問 55) 統合 的 リス ク 管 理 態 勢 と 各 リ スク ・ カ テ ゴ リ ー の 関係 は どの よう に な っ て いる 
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( 問 56) 統合 的 リス ク 管 理 部 門 が 自己 資本 充実 度 の 評価 を 行っ て いる 場合 、 ど の よ 
う ぼ 評定 本 行う の で です が らら に に に bk NA 0 OSA 35 


( 間 57) 統合 的 リス ク 管 理 態 勢 の 【 そ の 他 留 意 点 】 に お いて 、「 統 合 リ スク 管理 を 実 
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「 札 . 個別 の 問題 点 」 に 基づき 検証 を 実施 し 、 そ の 結果 を 踏ま え 、 評 定 を 行う 」 
と され て いま す が 、 こ の 場合 で も 「 規 模 ・ 特 性 に 応じ た 評定 」 が 行わ れる の で し 


( 問 58) 統合 的 リス ク 管 理 態勢 に つい て 、 伝 統 的 な バン キン グ 業 務 を 主 に 営む 金融 
機関 が 、 試 行 的 に も 「 統 合 リ スク 管理 」 そ の も の に 取り 組ん で いな い 場 合 に は 


評定 を どの よう に 行う の で すか の 36 
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< 本 文 > 


I . 評定 制度 に つい て 





1. 金融 検査 評定 制度 (以下 、「 評 定 制度 」 と いう 。 ) の 趣旨 は 、 ま ず 、 金 融 検査 
の 結果 に つい て 、 段 階 評 価 を 示す こと で 、 金 融 機関 自身 の 経営 改善 に 向け て 
の 動機 付け と し て 頂く と と も に 、 金融 機関 と 検査 官 の 双方 向 の 議論 を 充実 させ 
る こと に あり ます 。 また 、 その 後 の 選択 的 な 行政 対応 に 結び つけ る こと で 、 動 
機 付け の 意味 合い を 高め る と と も に 、 よ り 効 率 的 か つ 実 効 的 な 検査 の 実施 、 さ 
ら に は 金融 行政 の 透明 性 を 高め る こと に より 、 金 融 機関 に と っ て の 予見 可能 
性 の 向上 に 資す る こと を 期待 する も の で す 。 


2. 上 記 の 趣旨 を 踏ま えれ ば 、 評 定 制度 の 導入 に より 金融 検査 の 本 質 を 変化 さ 
せる も の で は な く 、 あく まで も 金融 検査 マニ ュ ア ル ( 以 下 、「 検 査 マ ニュ アル 」 と 
いう 。 ) に 則っ た 検査 行っ た 上 で 、 そ の 結果 に 対し て 段階 評価 を 行う と いう プ 
ロ セ ス が 加わ っ た だ け で ある と ご 理解 下さ い 。 





1. 評定 制度 は 、 検 査 マ ニュ アル に 則っ た 検査 行っ た 上 で 、 そ の 結果 に 対し て 
段階 評価 を 行う も の で ある こと か ら 、 今 回 改 計 (19 年 2 月 16 日 ) さ れ た 検査 マ 
ニュ アル の 項目 が 10 項目 と な る こと に 伴い 、 評 定 項目 も それ に 合わ せ て 9 項 
目 か ら 10 項目 と し まし た 。 


2. また 、 今 回 改訂 され た 検査 マニ ュ ア ル に お いて は 、 経 営 陣 等 が 方 針 の 策定 、 
規程 ・ 組 織 体制 の 整備 に と ど ま ら ず 、 自ら の 態勢 の 弱点 ・ 問 題 点 に つい て 評 
価 ・ 改 善 活動 を 適切 に 行っ て いる か と いっ た いわ ゆる “PDCA サ イク ル " の 観点 
か ら 、 内 部 管理 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か どう か を 検証 する こと が 明確 化 さ 
れ た と ころ で す 。 評定 制度 に お いて も 、 こ うし た 趣旨 に か ん が み 、 評 定 に 当たっ 
て は 、 経 営 陣 に よる 管理 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 、 管 理 者 に よる 管理 態勢 の 整 
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備 ・ 確 立 状 況 に つい て 、 方 針 の 策定 (Plan) 、 内 部 規程 ・ 組 織 体制 の 整備 (Do) 、 
評価 (Check) ・ 改 善 活動 (Act(ion) ) と いっ た 一 連 の プロ セス の どこ に 問題 が 
あっ た の か を 意識 し て 評価 を 行う こと を 、 評定 に お ける 【 基 本 的 留意 点 】 の 中 で 
明確 化し た と ころ で す 。 


3. さら に 、 評 定 制度 の 一 部 改正 (19 年 2 月 16 日 ) に お いて 、「 評 定 段 階 及 び 着 
眼 点 ( 例 ) 」 に つい て は 、「 評 定 段 階 及び 留意 点 等 」 と し 、 今 回 改訂 され た 検査 
マニ ュ ア ル に お いて 明確 化 さ れ た も の や 評定 制度 試行 期間 に お ける 検査 で の 
検証 を 積み 重ね た 結果 、 定 着 化 さ れ た も の に つい て 削除 し て いま す が 、 プ ラス 


記載 し て お り ま す 。 19 年 4 月 1 日 以降 は 「 評 定 段階 及び 留意 点 等 」 に 基づき 評 
価 す る こと と な り ます 。 





1. 評定 制度 は 、 主 要 行 に お いて は 19 年 4 月 1 日 か ら 施行 し 、 同 日 以降 予告 す 
る ( 無 予告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 する ) 検査 に お ける 評定 結果 を 、 そ の 後 の 選 
択 的 な 行政 対応 に 反映 させ る こと と し ます 。 


2. た だ し 、 主 要 行 以外 の 金融 機関 に つい て は 、19 年 12 月 31 日 まで の 間 に 予 
告 する ( 無 予告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 する ) 検査 に つい て 、 試 行 期間 を 継続 し 
ます 。 


3. な お 、 今 回 一 部 改正 され た 評定 制度 は 、 今 回 改訂 され た 検査 マニ ュ ア ル の 
適用 に 併せ て 19 年 4 月 1 日 以降 予告 する ( 無 予告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 す 
る ) 評定 の 対象 と な る 全て の 検査 か ら 適 用 する こと と し ます 。 





19 年 4 月 1 日 か ら 評定 制度 が 本 格 施行 され る 主要 行 と は 、 み ず ほ 銀行 、 み ず 
ほ コ ー ポ レー ト 銀 行 、 み ず ほ 信託 銀行 、 三菱 東 京 UFJ 銀行 、 三 菱 UFJ 信託 銀行 、 
三井 住友 銀行 、 り そ な 銀 行 、 中 央 三井 信託 銀行 、 住 友信 託 銀行 の 9 行 が 該当 し 
ます 。 
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1. 17 年 7 月 に 評定 制度 が 運用 され て 以来 検査 未 実施 で あり 、 結 果 的 に 立入 
検査 に お いて 評定 に 関す る 議論 を 行っ た こと の な い 金 融 機 関 に 配慮 し て ほし 
いと の 声 や 制度 の 運用 状況 を 総合 的 に 考慮 し て 、 本 年 12 月 まで を 引き 続き 試 
行 期間 と し た と ころ で す 。 


2. 他方 、 主 要 行 に つい て は 、 少 な く と も 1 回 は 評定 を 用 いた 検査 を 受検 し て お 
り 、 ま た その 運用 状況 に 特段 の 問題 が な いと 判断 し た こと か ら 、19 年 4 月 1 日 
以降 予告 する ( 無 予告 の 場合 は 、 立 入 を 開始 する ) 検査 より 本 格 施行 する こと 
と し た と ころ で す 。 





1. 評定 の 対象 と し な い 場 合 と は 、 例 えば 、① 銀 行 業務 の うち の 一 部 し か 取り 扱 
っ て いな い 、 あ る い は 取り 扱っ て いて も 業務 量 が わずか で 、 リ スク 量 が 極め て 
小さ いこ と な どか ら 予 告 ( 無 予告 先 の 場合 は 立入 ) 当初 か ら 対 象 と し な い 場 合 、 
② 立 入 開始 後 、 内 部 管理 態勢 を 評価 する よう な 業務 量 や リス ク 量 で は な いこ と 
が 明らか に な っ た こと な どか ら 対 象 と し な い 場 合 、③ 前 回 検査 で 経営 陣 等 に よ 
る 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 が PDCA サ イク ル 全 体 と し て 有効 に 機能 し 、 主 体 的 
に 内 部 管理 態勢 の 構築 が 行わ れ て いる な ど と し て 高い 評価 を 受け 、 そ の 後 も 
問題 が 認め られ な い 項 目 と し て 検査 範囲 か ら 除 か れ た 結果 対象 と し な い 場 合 
な ど が 想定 され ます 。 


2. いずれ に し て も 、 主 任 検査 官 が 立入 開始 前 に ( 無 予告 の 場合 は 、 立 入 開始 
後 、 速 や か に ) 被 検査 金融 機関 に 対し て 、 重 要 事 項 の 一 つと し て 評定 対象 項目 
の 説明 を 行う と と も に 、 そ の 後 評定 対象 項目 を 変更 する 場合 に は その 旨 を 説 
明 し ます 。 


3. また 、 シ ステ ム 統 合 リ スク 検査 な ど そ も そ も 評 定 を 行う こと を 予定 し て いな い 
検査 も あり ます 。 








1. 自己 評価 を お 聞き する 趣旨 は 、 自 ら の 規模 ・ 特 性 を 踏ま えて 、 内 部 管理 態 
勢 が どの 水準 に ある か を 自ら 評価 する こと に より 、 今 後 改 善 すべ き 点 は 何 か 、 
どの よう に 改善 を 図っ て いく べき か と いっ た 経営 上 の 課題 を 経営 陣 に 改め て 把 
握 し て いた だ く と と も に 、 自 己 評価 を する こと に より 、 実 際 に 検査 を 受け る 際 に 、 
評価 の 目線 に 関す る 双方 向 の 議論 が 有意 義 に 行え る と 考え て いる た めで す 。 


2. この 趣旨 は 評定 制度 本 格 施行 後に お いて も 変わ る も も の で は な いこ と か ら 、 
どの くら い の 頻 度 で 自己 評価 する か は 様々 で ある と 考え ます が 、 今 後 も 自己 
評価 を 実施 し て いた だ きた いと 考え ます 。 


3. な お 、 金融 機関 に お ける 自己 評価 の 符号 を 前 提 に 、 あ る い は 参考 に 検証 ・ 
評価 を 行う も の で は あり ませ ん 。 





「 金 融 検査 に 関す る 基本 指針 」 に も ある と お り 、 エ グ ジ ッ ト ・ ミ ー テ ィング は 、 そ 
の 時 点 で の 主任 検査 官 と 被 検査 金融 機関 と の 間 の 認識 の 一 致 及 び 相 違 を 確認 
する も の で あり 、 検 査 部 局 (以下 、「 当 局 」 と いう 。 ) と し て の 最終 的 な 見 解 は 検査 
結果 通知 に より 示さ れる こと と な り ま す 。 また 、 仮に エグ ジッ ト ・ ミ ー テ ィング 後に 評 
定 結果 に 変更 が 生じ る 場合 に は 、 被 検査 金融 機関 に 対し て その 則 を 伝え 、 必 要 
に 応じ て 再度 立入 検査 を 実施 する と と も に 、 十 分 な 意見 交換 を 行う な どの 手続 き 
を 行う こと と な り ま す 。 

な お 、 評 定 結果 に 変更 が 生じ た 場合 に お いて も 、 意 見 相違 が ある 場合 に は 、 
意見 申出 制度 の 対象 と な り ま す 。 
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1. 金融 検査 指摘 事例 集 は 、 金 融 行政 の 透明 性 ・ 予 測 可能 性 を さら に 向上 させ 
る と と も に 、 金 融 機関 の 自己 責任 原則 に 基づく 内 部 管理 態勢 の 強化 等 を 促す 
観点 か ら 作 成 ・ 公 表し て いる も の で す 。 


2. 今後 も 評定 に 関す る 事例 を 収集 し 、 あ る 程度 の 事例 が 蓄積 され た 段階 で 公 
表 を 行う こと を 考え て いま す 。 





現在 、 評 定 の 対象 と し て いな い 金 融 機関 と し て は 、 金 融 持株 会 社 、 保 険 会 社 及 
び 他 省庁 と 共管 と な っ て いる 金融 機関 な ど が あげ られ ます が 、19 年 4 月 以降 、 本 
格 施行 へ 移行 する 預金 等 受入 金融 機関 に 対す る 評定 制度 の 運用 状況 等 を 踏ま 
え 、 現 在 評定 の 対象 と し て いな い 金 融 機関 に 対す る 評定 制度 導入 の 必要 性 等 を 
検討 し て いき た いと 考え て いま す 。 その 際 、 他 省庁 と 共管 の 金融 機関 に つい て は 、 
共管 省庁 の 意向 も 踏ま え 、 検 対し て いく こと と な り ま す 。 
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II. 選択 的 な 行政 対応 に つい て 





評定 結果 に つい て は 、 検 査 周 期 、 検 査 範 囲 及 び 検 査 深度 を 判断 する た め の 一 
つの 要素 と し て 積極 的 に 活用 し ます 。 

た だ し 、 金融 検査 は 、 効 率 的 か つ 実 効 性 の 高い 検査 を 実施 する た め 、 金 融 機 
関 の 規 模 や 業況 、 前 回 検査 か ら の 経過 期間 、 前 回 検査 結果 、 そ の 後 の 経済 情 
勢 及 び 各 種 情報 等 を 勘案 し て 検査 対象 の 選定 等 を 行っ て いる と ころ で あり 、 評定 
結果 は 、 あ くま で も その 一 つの 要素 と し て 勘案 し て いく こと と な り ま す 。 





1. 主要 行 に つい て は 、 引 き 続き 一 年 を 通じ て 同一 の グル ー プ 内 金融 機関 を 継 
続 的 か つ 専 担 的 に 検査 する 通年 専 担 検査 体制 の 下 で 検査 を 実施 し ます 。 


2. それ 以外 の 人 金融 機関 に つい て は 、 各 種 要素 に 加え 評定 結果 も 勘案 し 、 各 業 
態 の 平均 的 な 検査 周期 を 中 心 と し て 濃淡 の つい た 対応 を 基本 と し ます 。 
例え ば 、C 評 価 以下 の 評定 項目 の 数 が 少な い 場 合 に は 検査 周期 を 長く する 
ー つ の 要素 と し て 考慮 し 、 反 対 に C 評 価 以 下 の 評定 項目 の 数 が 多い 場合 に は 
検査 周期 を 短く する 一 つの 要素 と し て 考慮 する 等 の 対応 が 考え られ ます 。 


3. いずれ に せよ 、 金融 検査 は 様々 な 要素 を 勘案 し て 実施 する も の で あり 、 平 
均 的 な 検査 周期 に 比べ て 相当 程度 短い 、 あ る い は 長い 検査 周期 が 直ちに 金 
融 機関 の 評定 結果 を 表す も の で は あり ませ ん 。 





検査 周期 は 評定 結果 に より 直接 的 に 決ま る も の で は な く 、 人 員 等 の 制約 要因 
や 金融 機関 を 取り 巻く 経済 情勢 及び 各種 情報 等 を 勘案 し て 総合 的 に 判断 する こ 
と と な り ま す 。 し た が っ て 、 一 概 に 検査 周期 が 短い か ら と いっ て 評定 結果 が 悪い 、 
長い か ら 良 いと いう も の で は あり ませ ん 。 
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な お 、 選 択 的 な 行政 対応 の 取扱 い に 当 た っ て は 、 情 報 管理 の 観点 も 含め て 細 
心 の 注意 を 払っ て いき た いと 考え て お り ま す 。 





1. 検査 範囲 に つい て は 、 前 回 検査 で 経営 陣 等 に よる 態勢 の Ne 


PDCA サ イク ル 全 体 と し て 有効 に 機能 し 、 主体 的 に 内 部 管理 の 構築 が 行 
われ て いる な ど と し て 高い 評価 を 受け 、 そ の 後 も 問題 が 認め a 
いて は 検査 対象 と し な いな どの 対応 が 考え られ ます 。 


2. また 、 特定 の リス ク に 焦点 を 当て た 検査 を 行う 場合 の 検査 対象 金融 機関 の 
選定 に 際 し 評定 結果 も 考慮 する 、 あ る い は 低 評 価 項目 に つい て は 、 他 の 要素 
も 勘案 の 上 フォ ロー アッ プ 的 な 検査 を 実施 する な どの 対応 も 考え られ ます 。 


( 答 ) 

1. 検査 深度 に つい て は 、 前 回 検査 で 経営 陣 等 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 が 
PDCA サ イク ル 全 体 と し て 有効 に 機能 し 、 主 体 的 に 内 部 管理 態勢 の 構築 が 行 
われ て いる な ど と し て 高い 評価 を 受け 、 そ の 後 も 問題 が 認め られ な い 項 目 に つ 
いて は 、 検 査 を 簡素 化す る 等 、 評 定 結 果 を 検査 深度 に も 反映 させ る こと を 検討 


し ます 。 


2. 例え ば 、 前 回 検査 で 自己 査定 に 関連 する 内 部 管理 態勢 に つい て 高い 評価 
が 得 ら れ た 場合 に は 、 次 回 検査 に お ける 自己 査定 の 検証 に お ける 抽出 率 を 引 
き 下 げ る 、 あ る い は 検証 日 数 を 減少 させ る な どの 対応 が 考え られ ます 。 








( 答 ) 


F コ 


1. 監督 部 局 は 、 検 査 結果 を 踏ま えて 、 被 検査 金融 機関 に 対し て 、 銀 行 法 第 24 
条 等 に 基づき 、 検査 結 果 通 知 に お いて 指摘 され た 事項 の 事実 確認 、 発 生 原因 
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分 析 、 改 善 ・ 対 応 策 等 に 係る 報告 書 の 提出 を 求め 、 十 分 な ヒア リン グ を 行っ て 
いま す 。 


2. その 上 で 、 改 善 に 一 定 の 期間 を 要する と 認め られ た 場合 に は 、 銀 行 法 第 24 
条 等 に 基づき 定期 的 に 報告 を 求め て いま す 。 さ ら に 、 自 主 的 な 改善 努力 に 委 
ね た の で は 当該 金融 機関 の 法令 等 遵守 態勢 や リス ク 管理 態勢 な どの 内 部 管 
理 態勢 の 整備 に 支障 を 来たす と 認め られ る 場合 な ど に は 、 銀 行 法 第 26 条 等 
に 基づき 業務 改善 命令 を 発出 し て いま す 。 


3. 評定 制度 に お ける 評定 結果 は 、 検 査 結果 を 踏ま えて 、 監 督 部 局 が 法令 及び 


監督 指針 等 に 基づき 行っ て いる 上 記 の 対応 に 直接 結び つく 性 格 を 有 し て お ら 
ず 、C 評 価 以 下 が 直 接 業 務 改 善 命令 等 に 結び つく も の で は あり ませ ん 。 


ー 14 一 


相 . 評定 段階 の 定義 に つい て 








( 問 18) 各 評 定 段階 に つい て 、 具 体 的 な 判断 基準 は ある の で すか 。 





( 答 ) 
1. いか な る 評定 を 付す か に つい て は 、 検 査 マ ニュ アル に 基づい て 検証 し た 結 
果 を 、「 評 定 に お ける 留意 点 等 」 を 参照 し な が ら 評 定 段階 の 定義 に 照ら し 合わ 
せ て 判断 する こと に 尽き る と ころ で あり 、 こ れ 以 上 の 判断 基準 は あり ませ ん 。 


2. 評定 制度 の 試行 期間 中 に 、 評 定 段階 の 定義 や レベ ル 感 が 具体 的 で な く 判 
然 と し な いと いっ た 意見 が 数 多く 寄せ られ て いま す 。 し か し な が ら 、 評定 は あく 
まで 管理 態勢 を 総合 的 に 判断 する も の で あり 、 管 理 態 勢 の あり 方 は 営業 基盤 
や 業務 の 内 容 ・ 規 模 な ど に 応じ 、 同 一 の 業態 内 と いえ ども 区 々 で ある と 考え ら 
れる こと か ら 、 こ れ 以 上 の 具体 的 な 判断 基準 を 一 律 に お 示し する こと は 難し い 
の で は な いか と 考え て いま す 。 


3. むし ろ 、 評 定 制度 の 趣旨 か ら す れ ば 検査 マニ ュ ア ル で は 、【 本 マニ ュ ア ル に 
より 検査 を 行う に 際 し て の 留意 事項 】 に お いて 、「 各 金融 機関 に お いて は 、 自 
己 責任 原則 に 基づき 、 経 営 陣 の リー ダー シッ プ の 下 、 創 意 ・ 工 夫 を 十分 に 生か 
し 、・‥」 こ と を 明らか に し 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 業務 の 健全 性 と 適 
切 性 の 確保 を 図る た め の 管 理 態 勢 の 構築 が 期待 され て いる と ころ で あり 、 画 
ー 的 な 判断 基準 は な じ ま な いと 考え られ 、 そ の よう な 基準 は 、 逆 に 各 人 金融 機関 
の 創意 ・ 工 夫 の 阻害 要因 に な りか ね な いと 考え ます 。 


4. し た が っ て 、 検 査 に お いて 双方 向 の 議論 を 十分 に 重ね 、 評 定 段階 の 判断 を 
行う よう 引き 続き 努め る こと が 重要 で ある と 考え て いま す 。 な お 、 判 断 の 参考 と 
し て も ら う た め 、 金 融 検査 指摘 事例 集 ( 評 定 に 関す る 事例 ) な ど を 一 層 充 実 さ 
せ 公 表す る こと と し て お り 、 判断 の 参考 材料 と し て いた だ きた いと 考え て いま 
す 。 








( 間 19) 償却 ・ 引 当 の 簡 離 率 な どの 具体 的 な 数 値 基 準 を 示す こと で 、 定量 的 な 基準 を 
設け る こと は で き な い の で すか 。 





( 答 ) 
1. 評定 に 当たっ て は 、 プ ロ セ ス ・ チ ェ ッ ク を 基本 と する 検査 マニ ュ ア ル の 考え 方 
に 則り 、 管理 態勢 面 の 評価 に 重点 を 置く こと が 、 評定 制度 研究 会 報告 書 で 述 
べら れ て いま す 。 
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これ を 踏ま え 、「 評 定 段階 及び 留意 点 等 」 の 中 で 数 値 基 準 を 示し て いる 自己 
資本 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て も 、 表 面 上 の 自己 資本 比率 の 水準 の み を も っ 
て 評価 する の で は な く 、 管理 態勢 を 総合 的 に 評価 する こと と な り ま す 。 


MN 


科 離 率 等 の 数 値 に つい て は 、 検 査 で 把握 され た 問題 点 の 経営 へ の 影響 度 
の 判定 、 言 い 換 えれ ば 評定 段階 の 議論 を 行う 上 で の 一 つの 材料 と な る も の と 
思わ れ ま す 。 し か し な が ら 、 繰り 返し に な り ま す が 、 評定 は あく まで 管理 態勢 を 
総合 的 に 判断 する も の で あり 、 管 理 態勢 の あり 方 は 営業 基盤 や 業務 の 内 容 ・ 
規模 な ど に 応じ 、 同 一 の 業態 内 と いえ ども 区 々 で ある と 考え られ ます 。 ま た 、 
具体 的 な 事象 が 発生 し て いな く て も 、 管理 態勢 に 弱点 が あれ ば 、 経 営 に 大 き 
な 影響 を 与え うる 事象 が 発生 する お それ が あり ます 。 こ の よう な 点 に か ん が み 
た 場合 、 定 量 的 な 基準 を お 示し する こと は 難し い の で は な いか と 考え て いま 
す 。 





( 問 20) 評定 段階 を 判断 する 上 で の 要素 は 何で すか 。 





( 答 ) 
各 評 定 段 階 の 定義 に お いて は 、 各 管理 態勢 の 機能 の レベ ル 、 検 査 に お いて 
把握 され た 内 部 管理 態勢 の 弱点 の 金融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 ・ 健 全 性 に 対 
する 影響 度 の 違い を 判断 要素 と し て 示し て いま す 。 


( 注 ) 関 連 項目 ( 問 21) 、( 問 23) 、( 間 26) 、( 問 27) 参照 








( 問 21) A 評 価 に お ける 「 軽 微 な 弱点 で 影響 は 小さ い 場 合 」 と は 具体 的 に どの よう な レ 





ベル を 指す の で すか 。 
( 答 ) 


1. 評定 段階 の 定義 で は 、A 評 価 は 、「 認 識 さ れる 弱点 は 軽微 で あり 、 人 金融 機関 
と し て の 業務 の 適切 性 ・ 健 全 性 に 対す る 影響 は 小さ い 」 場 合 に 付す こと と し て 
いま す 。 


2. 具体 的 に は 、 当局 と し て 留意 する 必要 が な いと 考え られ る レベ ル の 弱点 は 
ある が 、 経 営 陣 等 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 が PDCA サ イク ル 全 体 と し て 
有効 に 機能 し て お り 、 特に 評価 、 改 善 活動 が 機能 する な ど 、 態勢 の 弱点 を 克 
服 、 解 消 で きる 状態 に ある た め 、 金 融 機関 の 自主 的 な 対応 に 委ね て も 、 当局 と 
し て 留意 する 必要 が ある 弱点 の 発生 を 未然 に 防止 で きる レベ ル を 指し ます 。 
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1. 「 特 段 の 問題 事象 (不備 事例 ) が 認め られ な い 」 と いう 状態 が 直接 的 に A 評 
価 と な る も の で は あり ませ ん 。 


2. 問題 事象 (不備 事例 ) が 認め られ た と し て も 、 例え ば 、 業 務 の 規模 ・ 特 性 及 
び リ スク ・ プ ロフ ァイル に 照ら し て 、 経 営 陣 等 に より 構築 され た 内 部 管理 態勢 の 
機能 の 有効 性 か ら す れ ば 、 態勢 の 弱点 が 及ぼ す 経 営 へ の 影響 度 は 小さ いと 
認め られ る 場合 は 、「 強 固 な 管理 態勢 が 経営 陣 等 に より 構築 され て いる 場合 」 
に 該当 する 可能 性 が 考え られ ます の で 、 そ の よう な 場合 に は 積極 的 に 提示 し 
て いた だ きた いと 考え ます 。 





1. 評定 段階 の 定義 で は 、B 評 価 は 、「 軽 微 な 弱点 は ある も の の 、 内 部 管理 態 
勢 の 弱点 が 金融 機関 と し て の 業務 の 適切 性 ・ 健 全 性 に 重大 な 影響 を 及ぼ す も 
の で は な い 」 場 合 に 付す こと と し て いま す 。 


2. 具体 的 に は 、 
① 当 局 と し て 留意 する 必要 が な いと 考え られ る レベ ル の 弱点 が あり 、 当局 と し 
て 留意 する 必要 が ある 弱点 の 発生 を 未然 に 防止 で する レベ ル ( 間 21 参照 ) で 
は な い が 、 経 営 陣 等 に お いて 内 部 管理 態勢 の 弱点 の 把握 ・ 認 識 が 可能 な 状 
態 に ある こと な どか ら 、 自 主 的 に 適切 な 対応 が な され る こと が 期待 で きる レベ 
ル 、 
② 当 局 と し て 留意 する 必要 が ある 弱点 は 存在 し て いる が 、 経 営 陣 等 に お いて 
内 部 管理 態勢 の 弱点 の 把握 ・ 認 識 が 可能 な 状態 に ある こと な どか ら 、 自 主 的 
に 適切 な 対応 が な され る こと が 期待 で きる レベ ル 
を 指し ます 。 
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( 問 24) B 評 価 に つい て 、「 今 後 な され る こと が 期待 で きる 。 」 と あり ます が 、 ど の よう な 
場合 に 「 期 待 で きる 」 と 判断 する の で すか 。 





( 答 ) 
1. 「 今 後 適切 な 対応 が 期待 で きる 」 か 否 か の 判断 は 、 当該 金融 機関 の 経営 陣 
に より 対応 が 約束 され る こと の み で は 十分 で な く 、 そ の 約束 が 確実 に 履行 され 
る と 判断 で きる 具体 的 な 事実 の 裏付け が 必要 で す 。 


2. こう し た 裏付け と し て 、 例 えば 、 前 回 検査 指摘 事項 や 内 部 監査 に よる 指摘 事 
項 等 に 係る 内 部 管理 態勢 の 弱点 に 対し て 、① 評 価 ・ 改 善 活動 が 適切 に な され 
る な ど 内 部 管理 機能 が 有効 に 機能 し て お り 、 改 善 に 向け た プロ セス の 中 で 経 
営 陣 の 意思 決定 が 行わ れ て いる こと や 、 当該 決定 を 踏ま えて 組織 と し て の 方 
向 性 が 経営 陣 に より 示さ れ て いる こと 、② 類 似 す る 過去 の 個別 の 問題 事象 の 
改善 事例 に 係る 内 部 管理 プロ セス の 有効 性 が 認め られ る こと 、 な ど が あげ ら 
れ ま す 。 


3. し た が っ て 、 検 証 に 当たっ て は 、 個 別 の 問題 事象 (不備 事例 ) の 改善 状況 を 
も っ て 判断 する の で は な く 、 内 部 管理 態勢 上 の 弱点 に 対す る 改善 状況 に よっ 
て 判断 する こと と な り ま す 。 





( 問 25) B 評 価 は 改善 を する 必要 が な いと いう こと で すか 。 





( 答 ) 

1. 評定 段階 の 定義 に よれ ば 、 評 価 は 、 軽 微 な 弱点 が ある も の の 十分 な 管理 
態勢 が 認め られ る 場合 に 付す こと と な り ま す が 、 軽 微 な 弱点 が ある 、 つ まり 何 
ら か の 改善 すべ き 点 が ある と いう こと に 違い は な いた め 、B 評 価 と な っ て も 放 
置 する こと な く 「 改 善 」 を する 必要 が ある こと は 言う まで も あり ませ ん 。 また 、B 
評価 の 定義 に お いて は 、 金 融 機関 の 経営 陣 等 に よる 自主 的 か つ 適 切な 対応 
が 期待 で きる と され て お り 、 適 切な 対応 の 中 に は 「 改 善 活動 」 も 含ま れる も の と 
考え ます 。 


2. 評定 制度 の 趣旨 は 、 金 融 機 関 自 身 の 経 営 改善 に 向け て の 動機 付け と いう 


側面 が ある こと は 前 述 の 通り で あり 、 い ずれ の 評価 を 受け た と し て も 、 自主 的 
な 経営 改善 の プロ セス の 中 で 適切 な 対応 が な され る こと を 期待 し て いま す 。 
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評定 段階 の 定義 で は 、C 評 価 は 、「 内 部 管理 態勢 の 弱点 が 軽微 で は な く 、 金 
融 機 関 と し て の 業務 の 適切 性 ・ 健 全 性 に 対す る 影響 が 認め られ る 」 場 合 に 付 
すこ と と し て いま す 。 


具体 的 に は 、 
① 当 局 と し て 留意 する 必要 が ある 弱点 は 存在 し て お り 、 経 営 陣 等 に お いて 内 
部 管理 態勢 の 弱点 の 把握 ・ 認 識 に 欠け 、 自主 的 な 対応 が 期待 で き な い レベ ル 
( 問 23 参 照 ) 、 
② 把 握 さ れ た 内 部 管理 態勢 の 弱点 が 軽微 で は な く 、 業 務 の 適切 性 や 健全 性 
に は っ きり と し た 悪影響 が 認め られ 、 金 融 機 関 の 対応 状 況 の 如何 に か か わら 
ず 、 当 局 に よる 継続 的 な フォ ロー アッ プ が 必要 と な る レベ ル 
を 指し ます 。 





2 


3. 


. 評定 段階 の 定義 で は 、D 評 価 は 、「 内 部 管理 態勢 に 欠陥 が ある 、 ま た は 、 重 
大 な 欠陥 が 認め られ 、 金 融 機関 と し て の 存続 を 脅かさ れる 懸念 が ある 、 ま た は 、 


その よう な 状況 に ある 」 場 合 に 付す こと と し て いま す 。 


具体 的 に は 、 経 営 陣 等 に よる 方 針 の 策定 、 規 程 ・ 組 織 体制 の 整備 に お ける 
認識 や 検討 に 欠陥 が 認め られ 、 問 題 点 の 認識 ・ 把 握 が 機能 不全 で 改善 活動 
が 見 込め な いな ど 、 自 ら の 態勢 の 弱点 ・ 問 題 点 に つい て 評価 ・ 改 善 活動 を 全く 
行え な い 状 況 に ある と 認め られ る レベ ル を 指し ます 。 


例え ば 、 前 回 検査 で の 重要 な 指摘 事項 や 監督 部 局 の 業務 改善 命令 に 対し 
て 、 な ん ら 改 善 を 行っ て いな い 場 合 は 、 経 営 陣 の 基本 的 な 姿勢 に 問題 が あっ 
て 管理 態勢 に 欠陥 が 認め られ る こと が 多く 、 今 後 の 業 務 の 継続 に 懸念 が ある 
可能 性 が 高い こと か ら 、 金 融 機関 と し て の 存続 が 脅かさ れる こと に つなが りか 
ね な いと いう 観点 か ら 慎 重 に 検証 する 必要 が ある と 考え ます 。 
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( 問 28) 評定 段階 の 定義 に 用 いら れ て いる 「 弱 点 」 と は 、 何 を 指す の で すか 。 具 体 的 な 
問題 事象 (不備 事例 ) の こと で すか 。 





( 答 ) 
評定 段階 の 定義 に ある 「 弱 点 」 と は 、 検 査 マ ニュ アル の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ ス 
ト 「 邊 . 個別 の 問題 点 」 で 記載 され て いる よう な 具体 的 な 問題 事象 (不備 事例 ) を 
直接 的 に 指す の で は な く 、 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 1 、 IT に 掲げ られ て いる 方 針 
の 策定 、 内 部 規程 ・ 組 織 体 制 の 整備 、 評価 ・ 改 善 活動 と いっ た 一 連 の プロ セス に 
当たる 内 部 管理 態勢 の 問題 点 を 指し ます 。 








( 問 29) 金融 機関 に よっ て 「 規 模 ・ 特 性 」 が 異な っ て いる と 考え られ ます が 、 評価 を する 
に 当たり どの よう に 勘案 され る の で すか 。 





( 答 ) 
1. 検査 マニ ュ ア ル に お いて は 、【 本 マニ ュ ア ル に より 検査 を 行う に 際 し て の 留 
意 事 項 】 に お いて 、「 本 マニ ュ ア ル の 運用 に 当たっ て は 、 人 金融 機関 の 規模 や 特 
性 を 十分 踏ま え 、 機 械 的 ・ 画 一 的 な 運用 に 陥ら な いよ う 配 慮 する 必要 が ある 」 
と 定め られ て いる ほか 、 各 リス ク ・ カ テ ゴ リ ー の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 冒頭 
の 【 検 証 ポイ ント 】 で も 、 規 模 ・ 特 性 等 に 見 合っ た 適切 な 管理 態勢 が 整備 され て 
いる か を 検証 する こと が 重要 で ある と され て いま す 。 


2. 評定 制度 は 検査 マニ ュ ア ル に 則っ た 検査 を 行っ た 上 で 、 そ の 結果 に 対し て 
段階 評価 を 行う も の で ある こと か ら 、「 評 定 に お ける 留意 点 等 」 の 【 基 本 的 留意 
点 】 の 中 で 、 検 査 マ ニュ アル の 「 検 証 ポイ ント 」 を 十分 に 踏ま える こと と し て いる 
と ころ で あり 、 規模 ・ 特 性 等 に 見 合っ た 適切 な 管理 態勢 の 構築 状況 を 評価 する 
こと と な り ま す 。 


3. 例え ば 、 市 場 リス ク 関 係 で は 取扱 業務 の 内 容 や ボリ ュー ム に よっ て 、 求 め ら 
れる リス ク 管 理 体制 が 異な る こと に 留意 する 必要 が あり ます が 、 単 に リス ク 管 
理 の た め の 人 員 や 組織 面 の み を も っ て 評価 する の で は な く 、 各 金融 機関 の リ 
スク ・ リ ター ン 特 性 を 踏ま えて 、 こ れ に 見 合っ た 実効 的 な 管理 態勢 が 経営 陣 等 
に より 構築 され て いる か 否 か を 評価 する こと と な り ま す 。 


4. 今後 と も 、 金 融 機 関 の 規模 ・ 特 性 等 を 踏ま えた 検査 及び それ に 基づく 評定 
が 実施 され る よう 、 引 き 続 き 研修 等 を 通じ 、 財 務 局 を 含め 当局 職員 へ の 徹底 を 
図っ て まい り ま す 。 また 、 双 方 向 の 議論 を 徹底 する こと に より 、 金融 機関 と の 認 
識 の 一 致 に 努め て まい り ま す 。 
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IV. 評定 の 評価 に つい て 





1. 評定 制度 は 、 検 査 マ ニュ アル に 則っ た 検査 を 行っ た 上 で 、 そ の 結果 に 対し て 
段階 評価 を 行う も の で ある こと か ら 、 評定 制度 の 評価 は 、 今 回 改訂 され た 検査 
マニ ュ ア ル の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト に 基づき 行う こと と な り ま す 。 


2. な お 、 改 正 前 の 評定 制度 に お いて は 、 改 訂 前 の 検査 マニ ュ ア ル の 確認 検査 
用 チェ ッ ク リ スト に は な か っ た 顧客 保護 等 管理 態勢 や 自己 資本 管理 態勢 等 が 
独立 の 項目 と し て 設け られ て いま し た が 、 こ れ ら の 項目 も 含め て 検査 マニ ュ ア 
ル の 改訂 が 図ら れ ま し た 。 





1. 評定 に 当たっ て は 、 プ ロ セ ス ・ チ ェ ッ ク を 基本 と する 検査 マニ ュ ア ル の 考え 方 
に 則り 、 管理 態勢 面 に 評価 の 重点 を 置く も の と し 、 結果 と し て どの 程度 の 事故 ・ 
損失 等 が 発生 し て いる か は 一 次 的 な 判断 要素 に と ど め る も の と する 和 旨 、 評 定 
制度 研究 会 報告 書 で 述べ られ て いま す 。 


2. この た め 、 個 別 事案 に 対す る 取扱 い の 適切 性 の み に 着目 する の で は な く 、 
経営 陣 等 は どこ に リス ク が ある の か を 認識 し 、 そ の リス ク を コン トロ ー ル する た 
め に どの よう な 管理 態勢 を 構築 し て いる か 、 ま た 、 そ の 管理 態勢 が どの よう に 
運用 され て いる の か 、 さ ら に どの よう な モニ タリ ング 活動 を 行い 、 そ れ を 管理 態 
勢 の 改善 に つなげ て いる の か な どの 要素 に ポイ ント を 置い て 、 内 部 管理 態勢 
を 検証 ・ 評 価 し て いく こと と な り ま す 。 


3. 今回 改訂 され た 検査 マニ ュ ア ル に お いて は 、 こ うし た 趣旨 を 徹底 する 観点 か 
ら 、 各 カテ ゴリ ー の 管理 態勢 に つき 、 方 針 の 策定 、 内 部 規程 ・ 組 織 体制 の 整備 、 
評価 ・ 改 善 活動 が 経営 陣 等 に より 適切 に 行わ れ て いる か と いう 点 を 検証 する こ 
と と し て お り 、 そ の 結果 を 段階 評価 する こと と な り ま す 。 
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1. 評定 に 当たっ て は 、 プ ロ セ ス ・ チ ェ ッ ク を 基本 と する 検査 マニ ュ ア ル の 考え 方 
に 則り 、 管 理 態勢 面 に 評価 の 重点 を 置く も の と し 、 結果 と し て どの 程度 の 事故 ・ 
損失 等 が 発生 に てい る か は 副 次 的 な 判断 要素 に と ど め る も の と する 紳 、 評 定 
制度 研究 会 報告 書 で 述べ られ て いま す 。 


2. 今回 改訂 され た 検査 マニ ュ ア ル に お いて 、 内 部 管理 態勢 が 構築 され て いる 
か と いっ た プロ セス ・ チ ェ ッ ク の 検証 を 目的 と し て 、 経 営 陣 等 が 方 針 の 策定 、 規 
程 ・ 組 織 体制 の 整備 に と ど ま ら ず 、 自 ら の 態勢 の 弱点 ・ 問 題 点 に つい て 評価 ・ 
改善 活動 を 適切 に 行っ て いる か に つい て 検証 する こと と され て お り 、 評 定 制度 
に お いて も 、 こ うし た 趣旨 に か ん が み 、「 評 定 に お ける 留意 点 等 」 の 【 基 本 的 劉 
意 点 】 と し て 、 検査 マニ ュ ア ル に 掲げ られ て いる 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト に 基 
づき 、 実 効 性 の ある 態勢 整備 が 行わ れ て いる か に 重点 を 置い て 評定 を 行う も 
の と し て いま す 。 


3. 検証 の 結果 、 内 部 管理 態勢 に 弱点 が 把握 され た 場合 に 、 現 段階 に お いて 
は 具体 的 な 問題 事象 が 認め られ な いと し て も 、 今後 、 法 令 違 反 等 や 不適 切な 
顧客 対応 、 顧 客 に 損失 を 与え る 事務 事故 等 の 問題 事象 が 生じ る お それ が 高く 、 
ある い は 何ら か の 事情 で 現に 生じ て いる 事象 が 把握 で き て いな い 場 合 も 考え 
られ ます の で 、 内 部 管理 態勢 の 弱点 の 経営 へ の 影響 度 に 応じ て 、 評 価 す る こ 
と と な り ま す 。 








1. 有効 な 内 部 監査 は 、 各 金融 機関 の 法令 等 導 守 態勢 や リス クタ 管理 態勢 な ど 
つ 


の 内 部 管理 態勢 の 実効 性 を 知る 上 で 有用 な も の で あり 、 また 、 将来 に 下 っ て 
その 管理 の 適切 性 を 確 保 で きる か 否 か を 判断 する 重要 な 要素 で ある と 考え ま 
す 。 


2. し た が っ て 、 各 項目 の 評定 を 行う 上 で は 、 し っ か り と し た 内 部 監査 実施 要領 
及び 内 部 監査 計画 が 策定 され 、 ま た 、 内 部 監査 の 結果 が 経営 陣 等 の 行う 態勢 
整備 状況 の 評価 に 的 確 に 活用 され て いる な ど 、 内 部 監査 が 有効 に 機能 し て い 
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る 場合 に は 、 各 評定 段階 の 管理 態勢 の 判断 や B 評 価 に お ける 「 既 に 自主 的 に 
適切 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今後 な され る こと が 期待 で きる 」 の 判断 な 
ど に お いて 大 きく プラ ス に 働く も の と 考え られ ます 。 





1. 信託 兼営 金融 機関 の 行う 信託 業務 に つい て は 、18 年 7 月 に 策定 し た 「 信 8 
検査 て マニュ アル (金融 検査 マニ ュ ア ル 別 編 [信託 業務 編 〕) 」 に 則っ た 検証 を 行 
っ て いる と ころ で す 。 


2. 評定 制度 に お いて は 、 こ の 信託 検査 マニ ュ ア ル に 沿っ た 形 の 評定 段階 が あ 
り ま せん の で 、 信 託 業務 に つい て は (当分 の 間 は ) 信 託 検査 マニ ュ ア ル に 従っ 
て 検証 し 、 評 定 制度 の 各 項 目 に 該当 する 部 分 を 組み 込ん だ 上 で 、 金 融 機関 全 
体 と し て 評価 を 行い ます 。 


3. な お 、 評 価 に 当たっ て は 、 信 託 業 務 が 当該 金融 機関 の 業務 全体 に 占め る ウ 
ェ イ ト 、 規 模 ・ 特 性 、 問 題 点 の 経営 に 与え る 影響 等 に 応じ て 評価 を 行い ます 。 





1. プラ ス 要 素 ( マ イナ ス 要 素 ) が ある こと の み を も っ て 、C か ら B な ど ヘ ラン クア 
ッ プ (B か ら C な ど ヘ ラン クダ ウン ) す る と いっ た 性 格 の も の で は な く 、 最終 的 に 
評定 を 行う 過程 に お いて 、 そ の 一 要素 と し て 勘案 され る も の で す 。 


2. 顧客 保護 等 管理 態勢 や 自己 資本 管理 態勢 な ど に 係る 「 評 定 に お ける 留意 
点 等 」 の 中 で は 、 具体 的 に 評定 上 プラ ス 要素 と する 項目 が 示さ れ て いま す 。 こ 
れ ら に つい て は 、 単 に 取り 組ん で いる こと の み を も っ て 評価 する の で は な く 、 取 
組み の 結果 、 内 部 管理 態勢 面 に 現れ て いる 効果 を プラ ス 要 素 と し て 勘案 し ま 
す 。 


3. また 、 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 や 法令 等 遵守 態勢 な ど に 係る 「 評 定 に お 


ける 留意 点 等 」 に お いて は 、 意 図 性 、 改 善 に 向け た 対策 の 十分 性 な どか ら 、 内 
部 管理 態勢 面 に お ける 取組 み に お いて 、 不 十分 と 考え られ る も の を マイ ナス 
要素 と し て お り ま す 。 


4. いずれ の 場合 に お いて も 、 留意 点 で あげ た プラ ス 要 素 や マイ ナス 要素 は 、 他 
の チェ ッ ク 項 目 と 併せ て 評価 され る こと と な り ま す が 、 プ ラス 要素 で 示さ れ て い 
る 取組 み を 行っ て いな いこ と 、 ま た 、 十 分 な 効果 を 上 げ て いな いこ と を も っ て 、 
マイ ナス の 評価 と な る も の で は あり ませ ん 。 


5. な お 、 プ ラス 要素 に つい て 、 該 当 す る も の が ある と 思料 され る と き に は 検査 
官 と の 評定 に 関す る 議論 の 中 で 、 受 検 側 金融 機関 より 取組 み の 具 体 例 ある い 
は その 取組 み の 波 及 効 果 を 積極 的 に お 示し いた だ きた いと 考え て いま す 。 





経営 陣 に よる 評価 ・ 改 善 活動 が 適切 に な され 、 そ れ が 人 金融 機関 全体 に 浸透 
て いる こと が 認め られ れ ば 、 改 善 に 向け た 動き が 期待 で きる と いう 観点 か ら 、 9 
ス 評価 の 要因 と し て 掲げ て いる も の で あり 、 金 融 機関 の 規模 の 大 小 に か か わら 
ず 各 リス ク 管 理 の 責任 者 の 対応 だ け で は 、 金 融 機 関 全 体 と し て プラ ス 評 価 の 要 
因 と する に は 不 十 分 で は な いか と 考え て いま す 。 





1. 評定 制度 は 、 オ ン サ イト の 検査 に お ける 検証 結果 に 対し て 段階 評価 を 行う 
も の で す 。 金融 機関 に 業務 改善 命令 が 出さ れ て いる か 否 か や 、 金 融 機関 の 財 
務 指 標 や ナオ フサ イト ・ モ ニタ リン グ を 通じ て 把握 し た 情報 は 、 規 模 ・ 特 性 等 を 判 
断 す る 上 で の 参考 と は な り ま す が 、 評 定 に 直接 結び つけ る も の で は な いと 考え 
ます 。 


2. し た が っ て 、 監 督 部 局 か ら 業 務 改 善 命令 が 発出 され て いる こと が 、 直 接 C 評 
価 以 下 に な る の で は な く 、 それ に つい て の 改善 ・ 対 応 策 が 有効 に 機能 し て いる 
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か 等 を 検査 に お いて 検証 し 、 そ の 結果 に 対し て 段階 評価 を 行う こと と な り ま す 。 
財務 指標 や ナオ フサ イト ・ モ ニタ リン グ を 通じ て 把握 し た 情報 も 同様 に 、 そ れ 自 体 
を 評価 する の で は な く 、 そ れ ら の 情報 を ベー ス と し た 上 で 各 管 理 態勢 を 検証 し 
た 結果 に 段階 評価 を 行う こと と な り ま す 。 








1. 個別 の 問題 事象 (不備 事例 ) が 発生 し て いる 場合 に は 、 ま ず 、 当該 事象 が 
発生 し た 管理 態勢 上 の 要因 は 何 か 、 経 営 陣 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 、 管 
理 者 ・ 管 理 部 門 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 に つい て 検証 し 、 そ れ ぞ れ の PD 
CA サイ クル の どこ に 問題 が ある の か を 分 析 し ます 。 


2. その 上 で 、 上 記事 象 の 発生 原因 も 含め た 検査 時 点 で の 内 部 管理 態勢 の 弱 
点 を 把握 し 、 当 該 弱点 の 経営 へ の 影響 度 等 に より 評定 段階 を 判断 する こと と 
な り ま す 。 


例え ば 、 個 別 の 問題 事象 (不備 事例 ) が 発生 し て いる 場合 で も 、 経 営 陣 等 に 
お いて 内 部 管理 態勢 上 の 弱点 を 把握 ・ 認 識 が 可能 で 評価 ・ 改 善 活動 が な され 、 
適切 な 対応 を 取り うる 状況 に あり 改善 すべ き 弱 点 は 解消 中 また は 解消 に 向け 
た 取組 み が 認 め ら れる と し て 、 既 に 自主 的 な 対応 が な され て いる 、 ま た は 、 今 
後 な され る こと が 期待 で きる な ど 、 結 果 と し て 内 部 管理 態勢 の 弱点 の 経営 へ の 
影響 度 が 重大 で は な い 場 合 は B 評 価 に な り ま す 。 
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4. いずれ に し て も 、 評 定 段 階 は 、 内 部 管理 態勢 の 弱点 等 に より 判断 する も の 
で あり 、 問題 事象 (不備 事例 ) が 発生 し て いる と いう 結果 は 内 部 管理 態勢 の 弱 
点 の 経営 へ の 影響 度合 を 判断 する 一 つの 要素 で は あり ます が 、 直 接 的 に 評 
定 段階 の 判断 根拠 と な る も の で は あり ませ ん 。 





1. 一 つの 個別 指摘 事項 の 影響 が 複数 の 評定 項目 に また が る 場合 、 各 評定 項 
目 に 与え る 影響 は 異な る こと か ら 、 そ の 個別 指摘 事項 の 問題 の 所 在 を 精査 し 
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た 上 で 、 適 切 と 考え られ る 評定 項目 に お いて 態勢 の 評価 を 行い ます 。 


2. 適切 と 考え られ る 評定 項目 を 判断 する に 当たっ て は 、 金 融 機関 に お ける 態 
勢 上 の 弱点 は どこ に ある の か 、 言 い 換 えれ ば 、 何 を (どこ を ) 改善 すれ ば 適切 
な 業務 運営 が 行え る の か と いっ た 観点 な ど を 勘案 し て 判断 し ます 。 


3. し た が っ て 、 機 械 的 に 各 項 目 に お いて 同一 の 根拠 や 視点 で 判断 し て 、 重 複 
的 に 評価 する こと の な いよ う 留 意 す る こと と し て いま す 。 





1. 従来 は 、 本 人 確認 や 疑わ し い 取 引 の 届出 に 関し て は 、 法 令 違 反 等 の 事例 
が 認め られ た 場合 に つい て も 、 当該 法令 違反 等 の 発生 原因 を 分 析 し 、 態勢 上 
の 弱点 の 内 容 に 応じ て 、 法 令 等 遵守 態勢 ある い は 顧客 保護 等 管理 態勢 の い 
ずれ か (も し く は 両方 ) で 評価 を 行っ て きた と ころ で す 。 


2. 今回 の 検査 マニ ュ ア ル 改 訂 に より 、 本 人 確認 及び 疑わ し い 取引 の 届出 に つ 
いて は 法令 等 遵守 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の 中 で 整理 が な され た と こ 
ろ で あり 、 今 後 は 、 一 義 的 に は 法令 等 遵守 態勢 の 中 で 評価 する こと と な り ま 
す 。 





1. 例え ば 、 顧 客 預 金 の 費 消 ・ 流 用 と いっ た 不祥事 件 が 発生 し て いる 金融 機関 
に お いて 、 そ の 再発 防止 策 に 問題 が 認め られ る 場合 は 、 顧 客 に 影響 を 与え か 
ね な い 事 象 の 発生 や 当該 事案 に 係る 再発 防止 策 に お いて 事務 管理 上 の 問題 
が 認め られ る 場合 も 考え られ ます が 、 一 義 的 に は 、 法 令 等 遵守 態勢 の 項目 で 
評価 する こと と な り ま す 。 

その 趣旨 は 、 法 令 等 遵守 態勢 の 項目 で 指摘 ・ 評 価 し た と し て も 、 その 改善 活 
動 の 中 で 問題 要因 の 一 つと し て 関係 する 顧客 保護 等 管理 態勢 や オペ レー ショ 
ナル ・ リ スク 管理 態勢 に お ける 弱点 も 同時 に 改善 され る と 考え られ る か ら で 
す 。 


ー 26 一 


2. な お 、 不 祥 事 件 は 発生 に て いな いも の の 営業 店 な どの 事務 管理 に 関す る 取 
扱い に 問題 が 認め られ 、 そ の 結果 、 費 消 ・ 流 用 と いっ た 不祥事 件 に つなが りか 
ね な いと 判断 され る 場合 に は 、 個 別 事象 (不備 事項 ) に 係る 問題 の 所 在 を 精査 
し た 上 で 、 適 切 と 考え られ る 評定 項目 に お いて 評価 する こと に な り ま す が 、 多く 
の 場合 、 事 務 管 理 上 の 間 題 と し て オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 の 項目 で 
評価 する こと と な る の で は な いか と 考え ます 。 





1. 投資 信託 や 保険 の 販売 に 係る 法令 等 、 顧 客 保護 に 関す る 法令 に 係る 違反 
等 の 事例 が 認め られ た 場合 に つい て は 、 原 則 と し て 、 顧 客 保護 等 管理 態勢 の 
項目 で 評価 する こと と な り ま す 。 


2. た だ し 、 当該 法令 違反 等 に 至っ た 原因 を 分 析 し た 結果 、 顧 客 保護 等 に 係る 
法令 違反 等 の 他 に も 法令 違反 等 が 認め られ る な ど 、 人 金融 機関 の 法令 等 遵守 
態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 の 問題 に も か か わる も の で あれ ば 、 法 令 等 遵守 態勢 上 
の 弱点 と し て も 評価 する こと と な り ま す 。 





1. 要 管 理 先 の 判定 に お ける 貸出 条件 緩和 債権 の 認定 に つい て は 、 開 示 額 等 
の 科 離 が 、 自己 査定 が 正確 に 行わ れ て いな いこ と に ある 場合 に は 、 資産 査定 
管理 態勢 上 の 弱点 と し て 評価 する こと と な り ま す 。 


2. 他方 、 リ スク 管理 債権 等 の 隠蔽 、 あ る い は 、 過 小 開示 を 目的 と し て 、 意 図 的 
に 貸出 条件 緩和 債権 を 減ら し て いる 場合 や 、 前 回 検査 に お いて 、 開示 判定 基 
準 の 不備 を 指摘 し て いる に も か か わら ず 、 今 回 検査 に お いて も 依然 と し て 不備 
が み ら れ る な ど 、 法 令 等 を 遵守 する た め の 態 勢 の 整備 ・ 確 立 状況 に 問題 が 認 
め ら れる 場合 に は 、 法 令 等 遵守 態勢 上 の 弱点 と し て も 評価 する こと と な り ま 
す 。 
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( 問 44) 


「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態 勢 一 基本 的 要素 一 」 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何 


で すか 。 





( 答 ) 
1. 


2, 


3. 


「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」 の 評価 に 当たっ て は 、 人 金融 
機関 の 経営 管理 の 基本 的 要素 が 、 当 該 金融 機関 の 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 全 
体 と し て 有効 に 機能 し て いる か に つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける 「 経 営 管理 
(ガバ ナン ス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト に 掲げ られ た 
各 チ ェ ッ ク 項 目 を 検証 し た 結果 、 経 営 管理 態勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と し て 見 
た 場合 に 、 実 態 と し て 機能 し て いる か 、 どこに 弱点 が ある か 、 と いう こと が ポイ 
ント に な る と 考え られ ます 。 


具体 的 に は 、① 代 表 取 締 役 、 取 締 役 及び 取締 役 会 に よる 経営 管理 (ガバ ナ 
ンス ) 態勢 、② 内 部 監査 態勢 、③ 監 査 役 ・ 監 査 役 会 に よる 監査 態勢 、④ 外 部 監 
査 態 勢 、 の 4 つの 基本 的 要素 が 金融 機関 の 業務 の 適切 性 及び 健全 性 の 確保 
の た め に 、 そ の 基本 的 機能 を 実効 的 に 発揮 し て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


この 点 に 関し 、「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態 勢 一 基本 的 要素 一 」 の 確認 検査 
用 チェ ッ ク リ スト の 【 検 証 ポ イン ト 】 で は 、「 取 締 役 を は じ め と する 役員 は (中 略 ) 
全て の 職員 に 対し て 内 部 管理 の 重要 性 を 強調 ・ 明 示す る 風土 を 組織 内 に 醸成 
する 責任 が あり 、 代 表 取 締 役 、 取締役 、 監 査 役 を は じ め と する 各 役 職員 は 、 内 
部 管理 の 各 プ ロ セ ス に お ける 自ら の 役割 を 理解 し 、 プ ロ セ ス に 十分 に 関与 す 
る 必要 が ある 。 ま た 、 取 締 役 会 、 監査 役 会 が 十分 に 機能 し 、 各 部 門 ・ 部 署 問 の 
牽制 や 内 部 監査 部 門 に よる 内 部 監査 等 の 機能 が 適切 に 発揮 され る 態勢 と な 
っ て いる こと が 重要 で ある 」 と され て いま す 。 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 の 評 
価 に 当たっ て は 、 こ うし た 観点 か ら 上 記 の 4 つの 基本 的 要素 が 有効 に 機能 し て 
いる か が ポイ ント に な る と 考え て いま す 。 








( 問 45) 


| 回 


「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」 と 各 評 定 項 目 に お ける 経営 陣 
よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 の 関係 は どの よう に な っ て いる の で すか 。 





( 答 ) 
1. 


「 経 営 管 理 ( ガ バナ ンス ) 態勢 一 基本 的 要素 一 」 の 項目 は 、 金 融 機関 の 経営 
管理 の 基本 的 な 要素 と な る 部 分 を 検証 し て 評定 を 行い ます 。 他方 、 各 評定 項 
目 に お ける 「 I . 経営 陣 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 は 、 経 営 陣 が どの よう な 
ガバ ナン ス を 発揮 し て 具体 的 に 各 態 勢 の 整備 ・ 確 立 を 行っ て いる か を 検証 し 、 
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これ を 評価 し ます 。 


2. し た が っ て 、「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 熊 勢 一 基本 的 要素 一 」 の 評価 に 当たっ 
て は 、 他 の 評定 項目 に お ける 「 経 営 陣 に よる 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 の 検証 結 
果 そ の も の を 反映 する の で は な く 、4 つ の 基本 的 要素 で ある ① 代 表 取 締 役 、 取 
締 役 及び 取締 役 会 に よる 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態 勢 、② 内 部 監査 態勢 、③ 監 
査 役 ・ 監 査 役 会 に よる 監査 態勢 、④ 外 部 監査 態勢 が 、 金 融 機 関 の 業務 の 適切 
性 及び 健全 性 の 確保 の た め に 、 そ の 基本 的 機能 を 実効 的 に 発揮 し て いる か を 
検証 し 、 評 価 す る こと と な り ま す ( そ の 旨 は 、「 評 定 に お ける 留意 点 等 」 の 【 そ の 
他 留 意 点 】 に 記載 ) 。 


3. 例え ば 、 業 務 執 行 に 当たる 代表 取締 役 の 独断 専行 を 牽制 ・ 抑 止 す る た め の 
態勢 が 整備 され て いな い 場 合 に は 、「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 熊 勢 一 基本 的 要 
素 一 」 の 「 1 . 代表 取締 役 、 取 締 役 及び 取締 役 会 に よる 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 
態勢 の 整備 ・ 確 立 状 況 」 の 問題 点 の 一 つと 考え て いま す 。 








( 問 46) 「 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 熊 勢 一 基本 的 要素 一 」 と その 他 の 管理 態勢 に 重複 さ 
れ て いる 項目 (内 部 監査 実施 要領 ・ 計 画 の 整備 ・ 周 知 、 新 規 商品 等 審査 に 関す 
る 取扱 い 、 危 機 管 理 態勢 ) に つい て は 、 具体 的 に どの 項目 で 評価 する の で すか 。 





( 答 ) 

1. 「 内 部 監査 実施 要領 ・ 計 画 の 整備 ・ 周 知 」 に つい て は 、 経 営 管理 の 基本 的 要 
素 と し て 内 部 監査 実施 要領 ・ 計 画 の 整備 ・ 周 知 が 必要 で す が 、 そ の 内 容 に つ 
いて は 、 各 態勢 に 応じ て 様々 な も の が あり うる こと か ら 、 各 態勢 の 確認 検査 用 
チェ ッ ク リ スト に お いて 検証 すべ き 内 容 を 記載 し て いま す 。 同様 に 、「 新 規 商品 
等 審査 に 関す る 取扱 い 」 や 「 危 機 管理 態勢 」 に つい て も 、 経 営 管 理 の 側面 と し 
て 検証 すべ き 項 目 を 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 熊 勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 
に 盛り 込む 一 方 、 例 えば 、 新 規 商品 等 審査 に つい て は 、 顧 客 保護 等 ある い は 
法令 等 遵守 の 側面 か ら 検 証 す べ き 内 容 を 、 危 機 管理 態勢 に つい て は 、 オ ペレ 
ー シ ョ ナ ル ・ リ スク と し て 検証 すべ き 項 目 を 、 そ れ ぞ れ の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ 
スト に 盛り 込ん で いる と ころ で す 。 


2. 個々 の 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト に お ける 不備 が あっ た と し て も 、 そ 
れ が 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 の 評価 に 直接 影響 を 与え る も の で は あり ませ 
ん 。 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 あ くま で 、 金 融 機関 の 経 
営 管理 の 基本 的 要素 、 す な わ ち 、① 代 表 取 締 役 、 取 締 役 及び 取締 役 会 に よる 
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3. 


経営 管理 (ガバ ナン ス ) 態勢 、② 内 部 監査 態勢 、③ 監 査 役 ・ 監 査 役 会 に よる 和 監 

査 態勢 、④ 外 部 監査 態 鼻 が その 基本 的 機 # 能 を 実効 的 に 発揮 し 、 経 党 管 理 ( ガ 
バナ ンス ) が 、 全体 と し て 有効 に 機能 し て いる か 、 を 総合 的 に 判断 する こと と し 
て いま す 。 


例え ば 、「 新 規 商品 等 審査 に 関す る 取扱 い 」 に つい て 、 密 接 に 関連 する リス 
ク 管理 部 署 か ら 新 規 商品 に 内 在 す る リス ク を 特定 させ 新 商品 委員 会 等 に 適時 
に 報告 させ る 態勢 を 整備 し て いな い 場 合 は 、 経 営 管理 (ガバ ナン ス ) 態 勢 一 基 
本 的 要素 一 の 「 { . 代表 取締 役 、 取締役 及び 取締 役 会 に よる 経営 管理 (ガバ 
ナン ス ) 態勢 の 整備 ・ 確 立 状況 」 の 問題 点 の 一 つと 考え て いま す が 、 報 告 態勢 
が ある に も か か わら ず 、 〇 〇 リス ク 管 理 部 署 が 報告 を 騙っ て いた と いう 場合 に 
は 、 当該 〇 〇 リス ク 管 理 態勢 に お ける 問題 点 の 一 つと な る と 考え て いま す 。 





| ( 問 47) 


法令 等 遵守 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 





( 答 ) 
1. 


2. 


3. 


態勢 が 有効 に 機能 し て いる か に つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける 法 
態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の I 及び I の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲 
a ッ ク 項 目 を 検証 し た 結果 、 法 令 等 遵守 態勢 を PDCA サ イク ル 全 
体 と し て 見 た 場合 に 、 実 態 と し て 機能 し て いる か 、 ど こ に 弱点 が ある か 、 と いう 
こと が ポイ ント に な る と 考え られ ます 。 


遵守 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 金 融 機関 の 業務 の 全般 に お ける 法 


具体 的 に は 、 法 令 等 遵守 方 針 の 策定 、 当 該 方 針 に 基づく 内 部 規程 ・ 組 織 体 
制 の 整備 、 こ れ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て いる 役割 と 責任 
が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 あ る い は 法令 等 遵守 規程 の 整備 ・ 周 知 、 コ ンプ ラ 
イア ンス ・ マ ニュ アル 、 コ ンプ ライ アン ス ・ プ ログ ラム 等 の 各種 施策 の 整備 及び 
これ ら の 検証 ・ 見 直し と いっ た 、 管 理 者 に 求め られ る 役割 と 責任 が 適切 に 果 た 
され て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


な お 、 本 人 確認 や 疑わ し い 取 引 、 あ る い は 反 社 会 的 勢力 へ の 対応 な ど と い 
っ た 「 想 . Na 層 ) に 掲げ られ て いる 項目 に つい て も 、 
それ ぞ れ の 検証 の 結果 、 仮 に 法令 違反 等 が 認め られ た 場合 に は 、 違 反 等 の 
発生 原因 ・ 背 景 、 そ の 経営 に 及ぼ す 影 響 は 、 経 営 陣 ・ 管 理 者 に よる 態勢 の 整 
備 状況 に つい て の 検証 、 評 価 を 行う 際 に 考慮 され る こと と な り ま す 。 
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法令 等 導 守 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 他 の 評定 項目 と 同様 に 、 態 勢 面 に つい 
て は 、 人 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 評価 を 行う こと と な り ま す が 、 法 令 違反 等 
の 事実 自体 は 、 金 融 機関 の 規模 の 大 小 等 に よっ て 許容 され る も の で は な いこ と 
か ら 、 当該 法令 違反 等 が 金融 機関 の 経営 に 与え る 影響 、 違 反 の 発生 原因 ・ 背 景 
等 も 勘案 し て 評価 する こと と し て いま す ( そ の 旨 は 、「 評 定 に お ける 留意 点 等 」 の 
【 そ の 他 留 意 点 】 に 記載 ) 。 





1. 各 留 意 点 に 掲げ られ て いる プラ ス 要 素 に つい て は 、 例 えば 、 弱 点 が 経営 に 
与え る 影響 を 判断 する 際 の 要素 に な る も の と 考え て いま す が 、 評 価 す る 上 で 
の 金融 機関 の 取組 状況 の 方 向 性 を 見 極め る 判断 材料 と 考え て いる こと か ら 、 
具体 的 な 判断 基準 を お 示し する こと は 難し い の で は な いか と 考え て いま す 。 


2. 検査 官 と の 評定 に 関す る 議論 の 中 で 、 取 組み の 具体 例 め るい は その 取組 
み の 波 及 効 果 を 積極 的 に お 示し いた だ き 、 仮 に 、 法 令 等 遵守 に 関す る 役職 員 
の 取組 み 等 が 向上 し て いる と 誰 し も が 納得 で きる よう な 状況 が 明らか で あれ ば 
当然 プラ ス の 要素 と し て 勘案 され る も の と 考え て いま す 。 





1. 法令 等 違反 の 事実 の 発覚 を 隠蔽 し て いる も の や 黙認 し て いる も の 、 監督 部 
局 へ の 届出 を 意図 的 に 回 避 し て いる も の が 存在 し て いる 場合 は 、 そ の 内 容 が 、 
軽微 な 法令 違反 や 形式 的 な ミス に 起因 する も の で あっ て も 単なる 問題 事象 ( 不 
備 事例 ) で は な く 、 そ れ を 隠蔽 する よう な 体質 は 、 改 善 の 意志 が み ら れ な いこ と 
か ら マ イナ ス 要 素 と し て 勘案 する と いう こと で す 。 
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2. た だ し 書き の 趣旨 は 、 隠蔽 が あっ た と し て も それ が 特定 の 当事者 に よっ て 行 
われ た も の で 組織 的 な も の で は な く 、 ま た 、 例 えば 体質 的 な も の 、 す な わ ち 法 
令 等 遵守 軽視 の 風土 に 根ざし た も の で は な く 、 最終 的 に は 内 部 監査 や 内 部 検 
査 で 自ら 発見 し て いる と いう よう な 場合 に つい て は 、 直 ち に マイ ナス 要素 と する 
に は 及ば な いと いう 扱い も あり うる と いう 観点 か ら 、 法 令 等 違反 の 事実 が 他 の 
営業 店 等 に お いて も 認め られ て いな いか (ある い は 認め られ る 要因 が 潜ん で 
いな いか )、 当該 法令 等 違反 の 事実 に 対す る 経営 陣 の 対応 は 迅速 か つ 十 分 な 
も の と な っ て いた か 、 と いう 点 を 勘案 し 、 事 案 に 応じ て 判断 する と いう こと で す 。 








( 問 51) 顧客 保護 等 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 








( 答 ) 

1. 顧客 保護 等 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 顧 客 説明 、 顧 客 サ ポー ト 等 、 顧 
客 情報 管理 、 外部 委託 管理 等 を 確保 する た め の 熊 勢 が 有効 に 機能 し て いる 
か に つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける 顧客 保護 等 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ 
ッ ク リ スト の I 及び II の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ た 各 チ ェ ッ ク 項 目 を 検証 し 
た 結果 、 顧 客 保護 等 管理 態勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と し て 見 た 場合 に 、 実 態 
と し て 機能 し て いる か 、 ど こ に 弱点 が ある か 、 と いう こと が ポイ ント に な る と 考え 
られ ます 。 


2. 具体 的 に は 、 顧 客 保護 等 管理 方 針 の 策定 、 当 該 管理 方 針 に 基づく 内 部 規 
程 ・ 組 織 体制 の 整備 、 こ れ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て いる 
役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 あ る い は 顧客 説明 、 顧 客 サポ ー ト 等 、 
顧客 情報 管理 、 外 部 委託 管理 等 に 関す る 管理 規程 ・ マ ニュ アル の 整備 ・ 周 知 、 
各種 施策 の 整備 及び これ ら の 検証 ・ 見 直し と いっ た 、 各 管理 責任 者 に 求め ら 
れる 役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


3. な お 、 今 回 の 検査 マニ ュ ア ル 改 訂 に より 、 本 人 確認 及び 疑わ し い 取引 の 届 
出 に つい て は 法令 等 遵守 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の 中 で 整理 が な さ 
れ た と ころ で あり 、 今 後 は 、 一 義 的 に は 法令 等 遵守 態勢 の 中 で 評価 され る こと 
と な り ま す 。 
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例示 に 掲げ て いる 通り 、 顧 客 サポ ー ト 等 管理 責任 者 が 行う 評価 ・ 改 善 活動 
を 受け 、 顧 客 説明 管理 責任 者 が 顧客 説明 管理 規程 や 顧客 説明 マニ ュ ア ル の 
適切 か つ 迅 速 な 見 直し (改訂 ) を 行っ て いる よう な 状況 が 該当 し ます 。 


た だ し 、 上 記 の 事例 以外 に も 有機 的 に 連関 し て いる 事象 は ある と 想定 され 
ます の で 、 検 査 官 と の 評定 に 関す る 議論 に お いて は 、 こ うし た 連携 の 取組 み に 
つい て は 、 積極 的 に 提示 し て いた だ き 、 仮に 、 提 示さ れ た 取組 み の 中 に 、 金 融 
機関 全体 の 顧客 保護 等 管理 態勢 の 向上 に つなが っ て いる と 誰 し も が 納得 で き 
る よう な 状況 が 明らか で あれ ば 、 当然 プラ ス の 要素 と し て 勘案 され る も の と 考 
えま す 。 





各 留 意 点 に 掲げ られ て いる プラ ス 要 素 に つい て は 、 例 えば 、 弱 点 が 経営 に 
与え る 影響 を 判断 する 際 の 要素 に な る も の と 考え て いま す が 、 評 価 す る 上 で 
の 金融 機関 の 取組 状況 の 方 向 性 を 見 極め る 判断 材料 と 考え て いる こと か ら 、 
一 定 の 水準 に と ヒ ど まっ て いる と いう こと で 良い と いう こと に は な ら な いと 考え て 
いま す 。 


検査 官 と の 評定 に 関す る 議論 の 中 で 、 取組 み の 具 体 例 めか るい は その 波及 
効果 を 積極 的 に お 示し いた だ き 、 仮に 、 それに より 顧客 の 評価 が 向上 し て いる 
と 誰 し も が 納得 で きる よう な 状況 が 明らか で あれ ば 当然 プラ ス の 要素 と し て 勘 
案 さ れる も の と 考え ます 。 


な お 、 パブ リッ ク ・ コ メン ト へ の 回 答 の 中 で 記載 し て いる と お り 、 判断 の 要素 と 
し て 利用 者 満足 度 ア ン ケ ー ト 結果 や 苦情 件 数 の 推移 等 も 受検 側 金融 機関 が 
提示 する 材料 の 一 つ に は な り ま す が 、 最 終 的 に は 計数 面 だ け で は な く 、 定 性 
的 な 面 も 含め た 総合 的 な 判断 に 基づき 、 顧 客 の 評価 が 絶え ず 向 上 し て いる か 
否 か を 判断 する こと に な り ま す 。 
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| ( 問 54) 統合 的 リス ク 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 








( 答 ) 

1. 統合 的 リス ク 管 理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、① 金 融 機関 の 業務 の 規模 ・ 特 
性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 適切 な 統合 的 リス ク 管 理 態勢 が 整備 さ 
れ 、 有 効 に 機能 し て いる か 、② 金 融 機関 の 直面 する リス ク を 統合 的 に 特定 ・ 評 
価 ・ モ ニタ リン グ ・ コ ント ロー ル す る リス ク 管 理 プ ロ セ ス が 整備 され 、 有 効 に 機能 
し て いる か に つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける 統合 的 リス ク 管理 態勢 の 確認 
査 用 チェ ッ ク リ スト の I 及び IT の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ た 各 チ ェ ッ ク 項 目 
を 検証 し た 結果 、 統 合 的 リス ク 管理 態勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と し て 見 た 場合 
に 、 実態 と し て 機能 し て いる か 、 どこに 弱点 が ある か 、 と いう こと が ポイ ント に な 
る と 考え られ ます 。 


2. 具体 的 に は 、 統合 的 リス ク 管 理 方 針 の 策定 、 当 該 リ スク 管理 方 針 に 基づく 
内 部 規程 ・ 組 織 体制 の 整備 、 こ れ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ 
て いる 役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 あ る い は 統合 的 リス ク 管 理 規 
程 の 整備 ・ 周 知 、 管 理 対象 と する リス ク の 特定 、 統合 的 な 評価 、 モ ニタ リン グ ・ 
コン トロ ー ル 及び これ ら の 検証 ・ 見 直し と いっ た 、 管 理 者 に 求め られ る 役割 と 責 
任 が 適切 に 果たさ れ て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


3. また 、 統 合 的 リス ク 管 理 に 当たり 、 統合 リス ク 計 測 手法 を 採用 し て いる 金融 
機関 に つい て は 、「 臣 . 個別 の 問題 点 」 に 基づき 、 規 模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ 
ァイル に 見 合っ た 、 適 切な 統合 リス ク 計測 態勢 が 確立 され て いる か どう か が ポ 
イン ト と な り ま す 。 


4. な お 、 人 金融 機関 が 採用 すべ き リ スク 評価 方 法 の 種類 や 水準 は 、 金 融 機関 の 
戦略 目標 、 業務 の 多様 性 及び 直面 する リス ク の 複雑 さ に よっ て 決め られ る べ 
きも の で あり 、 複 雑 又は 高度 な リス ク 評 価 方 法 が 、 全 て の 金融 機関 に と っ て 適 
切な 方 法 で ある と は 限ら な い の で 、 評 定 を 判断 する に 当たっ て も 、 こ の 点 を 留 
意 す る こと と し て いま す 。 





( 問 55) 統合 的 リス ク 管理 態勢 と 各 リス ク ・ カ テ ゴ リー の 関係 は どの よう に な っ て いる の 
で すか 。 











( 答 ) 
1. 統合 的 リス ク 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト で 記載 し て いる と お り 、 統 
合 的 リス ク 管理 と は 、 金 融 機関 の 直面 する リス ク に 関し て 、 自 己 資本 比率 の 算 
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定 に 含ま れ な い リ スク (与信 集中 リス ク 、 銀行 勘定 の 金利 リス ク 等 ) も 含め て 、 
それ ぞ れ の リス ク ・ カ テ ゴ リ ー 毎 (信用 リス ク 、 市場 リス ク 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ 
スク 等 ) に 評価 し た リス ク を 総体 的 に 捉え 、 金 融 機関 の 経営 体力 (自己 資本 ) と 
比較 ・ 対 照 す る こと に よっ て 、 自 己 管理 型 の リス ク 管 理 を 行う こと で す 。 


2. し た が っ て 、 統 合 的 リス ク 管 理 部 門 の 役割 は 、 経 営 体力 (自己 資本 ) と 比較 ・ 
対照 する た め に 、 計測 ・ 評 価 さ れ た 各 リ スク ・ カ テ ゴ リ ー の リス ク を 総体 的 に 捉 
える こと で あり 、 各 リス ク ( 信 用 リス ク 、 市場 リス ク 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 等 ) 
の 管理 責任 は 、 原 則 と し て 各 リ スク 管理 部 門 に あり ます 。 


3. 例え ば 、 各 リス ク 管 理 が 十分 に 実施 され て いな い 場 合 で も 、 統合 的 リス ク 管 
理 部 門 が 、 こ れ ら の リス ク を 総体 的 に 捉え 、 経 営 体力 (自己 資本 ) と 照ら し 合わ 
せる こと で 、 適 切な リス ク 管理 が 実施 され て いる と いっ た ケー ス ( ま た は その 逆 
の ケー ス ) も 考え られ ます の で 、 各 リス ク 管 理 態勢 が 不 十 分 で ある か ら 統 合 的 
リス ク 管 理 態勢 が 不 十 分 で ある 、 ある い は 、 統 合 的 リス ク 管理 態勢 が 不 十分 で 
ある か ら 各 リス ク 管 理 態勢 が 不 十 分 で ある と いっ た 関係 に ある わけ で は あり ま 
せん 。 








( 間 56) 統合 的 リス ク 管理 部 門 が 自己 資本 充実 度 の 評価 を 行っ て いる 場合 、 ど の よう 
に 評定 を 行う の で すか 。 








( 答 ) 
1. 金融 機関 に よっ て は 、 統 合 的 リス ク 管理 部 門 が 、 自 己 資本 充実 度 の 評価 を 
実施 し て いる ケー ス も 考え られ ます 。 


2. その 場合 に は 、 自 己 資本 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の 中 で 記載 
し て いる と お り 、 自 己 資 本 管理 態勢 の 自己 資本 充実 度 評価 の チェ ッ ク 項 目 と 統 
合 的 リス ク 管 理 態勢 の チェ ッ ク 項 目 を 一 体 と し て 検証 し 、 自 己 資本 充実 に 関す 
る 問題 点 は 自己 資本 管理 態勢 の 問題 点 と し て 把握 ・ 整 理 す る こと と な り ま す 。 


3. し た が っ て 、 評 定 を 判断 する に 当たっ て も 、 両 項目 を 一 体 的 に 検証 し た の ち 、 


自己 資本 充実 に 関す る 問題 点 は 、 自 己 資本 管理 態勢 の 評定 に 勘案 され る こと 
と な り ま す 。 
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統合 的 リス ク 管理 態勢 の 確認 検査 用 チ ェ ッ クリ スト に お いて 、「 金 融 機関 が 
採用 すべ き リ スク 評価 方 法 の 種類 や 水準 は 、 金 融 機関 の 戦略 目標 、 業 務 の 多 
様 性 及び 直面 する リス ク の 複雑 さ に よっ て 決め られ る べき も の で あり 、 複 雑 又 
は 高度 な リス ク 評 価 方 法 が 、 全 て の 金融 機関 に と っ て 適切 な 方 法 で ある と は 
限ら な いこ と に 留意 する 」 と 記載 され て いる と お り 、 全て の 金融 機関 に 複雑 又 
は 高度 な リス ク 計 測 手法 の 導入 が 求め られ て いる わけ で は あり ませ ん 。 


一 方 で 、 必 ず し も 複雑 又は 高度 な リス ク 計 測 手 法 の 採用 が 求め られ て いな 
い 金 融 機関 も 含め 、「 統 合 リス ク 管 理 」 を 実施 し 、 計測 さ れ た リス ク 量 を 経営 判 
断 に 活用 し て いる 金融 機関 に つい て は 、 そ れ が 試行 的 に 実施 され て いる も の 
で あっ て も 、 統 合 リス ク 管 理 態勢 の 適切 性 の 問題 が 経営 に 与え る 影響 が 小さ く 
な いこ と か ら 、「 相 . 個別 の 問題 点 」 に 基づき 検証 を 実施 し 、 そ の 結果 も 踏ま え 、 
統合 的 リス ク 管 理 態 勢 の 評定 を 行う こと と し て いま す 。 


し た が っ て 、 当該 検証 を 実施 する に 当たっ て は 、 金 融 機関 の 戦略 目標 や 業 
務 の 規模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 適切 な 管理 態勢 が 構築 さ 
れ て いる か 否 か が ポイ ント と な り ま す が 、 必 ず し も 複雑 又は 高度 な 「 統 合 リス ク 
管理 」 を 求め られ て いる わけ で は な い 金 融 機関 が 、 主 体 的 に 「 統 合 リス ク 管 
理 」 を 実施 し 、 計 測 結果 を 経営 判断 に 活用 し て いる 場合 に は 、 当該 リス ク 評 価 
方 法 を 的 確 に 運用 し 、 経 営 判断 に 適切 に 活用 する た め に 必要 な 水準 の 統合 リ 
スク 管理 態勢 の 構築 が 求め られ る こと は 言う まで も あり ませ ん 。 





. 評定 に 当たっ て は 、 金 融 機関 が 自ら の 戦略 目標 や 業務 の 規模 ・ 特 性 及び リ 
スク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た リス ク 管 理 態 勢 を 構築 し て いる か 、 と いう 観点 か 
ら 行 う も の で あり 、 採用 し て いる リス ク の 評価 方 法 の 絶対 的 な 水準 を 評価 する 


も の で は あり ませ ん 。 
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2; 


3. 


し た が っ て 、 伝 統 的 な バン キン グ 業 務 を 主 に 営む 金融 機関 が 、 試 行 的 に も 
「 統 合 リス ク 管 理 」 に 取り 組ん で いな いと し て も 、 そ の こと 自体 を も っ て 低い 評価 
と な る と いう も の で は あり ませ ん 。 例え ば 、「 統 合 リス ク 管 理 」 に 取り 組ん で いな 
い 場 合 で あっ て も 、 規模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 強固 な 管理 
態勢 が 構築 され て いる と 認め られ る 場合 に は 、A 評 価 と な る こと も 考え られ ま 
す 。 


「 統 合 リ スク 管理 」 を 実施 し て いな い 金 融 機 関 に つい て は 、 統 合 的 リス ク 管 
理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の 1 、 II に 基づき 、 統合 的 リス ク 管理 態勢 
の 検証 を 実施 し 、 そ の 結果 を 段階 評価 する こと と な り ま す が 、 確 認 検査 用 チェ 
ッ ク リ スト I の 検証 ポイ ント の 中 で 記載 し て いる と お り 、 人 金融 機関 の 戦略 目標 、 
業務 の 規模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 適切 な 統合 的 リス ク 管理 
態勢 が 構築 され て いる か 否 か が ポイ ント と な り ま す 。 


な お 、 適 切な 統合 的 リス ク 管理 態勢 が 構築 され て いる か 否 か の 判断 に 当 た 
っ て は 、 金 融 機関 の 経営 体力 (自己 資本 ) と 比較 ・ 対 照 す る た め に 、 金 融 機関 
の 直面 する リス ク に 関し て 、 自 己 資本 比率 の 算定 に 含ま れ な い リ スク (与信 集 
中 リス ク 、 銀 行 勘定 の 金利 リス ク 等 ) も 含め て 、 そ れ ぞ れ の リス ク ・ カ テ ゴ リ ー 毎 
(信用 リス ク 、 市 場 リス ク 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 等 ) に 評価 し た リス ク を 総体 
的 に 捉え る こと が で き て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 








( 間 59) 


自己 資本 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 








( 答 ) 


1. 


2. 


自己 資本 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、① 自 己 資本 比率 計算 が 正確 に 行 
われ る 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か 、② 自 己 資本 充実 度 の 評価 が 適切 に 行 
われ る 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か に つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける 自己 
資本 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の I 及び II の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲 
げ ら れ た 各 チ ェ ッ ク 項 目 を 検証 し た 結果 、 自 己 資本 管理 態勢 を PDCA サ イク ル 
全体 と し て 見 た 場合 に 、 実態 と し て 機能 し て いる か 、 ど こ に 弱点 が ある か 、 と い 
うこ と が ポイ ント に な る と 考え られ ます 。 


具体 的 に は 、 自 己 資本 管理 方 針 の 策定 、 当 該 管理 方 針 に 基づく 内 部 規程 ・ 


組織 体制 の 整備 、 こ れ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て いる 役割 
と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 あ る い は 自己 資本 管理 規程 の 整備 ・ 周 知 、 
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自己 資本 充実 に 関す る 施策 の 実施 、 自 己 資 本 充実 度 の 評価 ・ モ ニタ リン グ ・ コ 
ント ロー ル 及 び こ れ ら の 検証 ・ 見 直し と いっ た 、 管 理 者 に 求め られ て いる 役割 と 
責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


3. また 、 バ パー ゼル の 適用 開始 に 伴い 、 自 己 資 本 比率 の 算定 方 法 が 変更 さ 
れ ま し た が 、「 相 . 個別 の 問題 点 」 の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ て いる 項目 に 
基づき 、 自 己 資 本 比率 の 算定 が 告示 に 基づき 正確 に 行わ れ て いる か どう か も 
ポイ ント と な り ます 。 


4. な お 、 自 己 資本 管理 と は 、「 自 己 資本 充実 に 関す る 施策 の 実施 、 自 己 資本 
充実 度 の 評価 及び 自己 資本 比率 の 算定 を 行う こと 」 で す の で 、 自 己 資本 比率 
の 高低 や 、 自 己 資本 比率 の 正確 性 の 程度 (検査 前 後 の 友 離 率 等 ) の み を も っ 
て 評定 段階 が 決ま る も の で は な く 、 こ れ ら 全て の 検証 結果 を 総合 的 に 勘案 し た 
上 で 、 自 己 資本 管理 態勢 の 評定 を 行う こと と な り ま す 。 








( 間 60) 自己 資本 管理 態勢 の 【 ブ ラス 要素 】 と し て 、「 金 融 機関 の リス ク ・ プ ロフ ァイル に 
照ら し 、 自 己 資本 が 質 ・ 量 と も に 極め て 充実 し て いる 場合 ・・・」 と あり ます が 、 具 
体 的 に は どの よう な 基準 で 行う の で すか 。 





( 答 ) 
自己 資本 の 充実 度 を 評価 する に 当たっ て は 、 ま ず 、 金 融 機関 自ら が 、 業 務 の 
規模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 適切 な 自己 資本 充実 度 の 評価 を 
行っ て いる か どう か を 検証 する こと と な り ま す 。 検証 の 結果 、 適 切な 自己 評価 が 
実施 され て お り 、 評 価 結果 に 基づき 、 質 的 、 量 的 に 見 て 極め て 充実 し た 自己 資本 
の 確保 が 図ら れ て いる と 認め られ れ ば 、 評 定 を 行う 上 で の プラ ス 要 素 と し て 勘案 
する こと と な り ま す 。 








( 問 61) 信用 リス ク 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 





( 答 ) 

1. 信用 リス ク 管 理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 与 信 審 査 、 与 信管 理 、 問 題 債権 
管理 等 の 機能 が 適切 に 発揮 され る 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か に つい て 、 検 
査 マ ニュ アル に お ける 信用 リス ク 管 理 態 勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の 1 及 
び TI の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ た 各 チ ェ ッ ク 項 目 を 検証 し た 結果 、 信 用 リス 
ク 管 理 態勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と し て 見 た 場合 に 、 実 態 と し て 機能 し て いる 
か 、 ど こ に 弱点 が ある か 、 と いう こと が ポイ ント に な る と 考え られ ます 。 
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2. 具体 的 に は 、 信 用 リス ク 管 理 方 針 の 策定 、 当 該 リ スク 管理 方 針 に 基づく 内 
部 規程 ・ 組 織 体制 の 整備 、 こ れ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て 
いる 役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 あ る い は 信用 リス ク 管 理 規程 の 
整備 ・ 周 知 、 審 査 部 門 ・ 与 信管 理 部 門 ・ 問 題 債 権 の 管理 部 門 の 機能 が 適切 に 
発揮 され る 態勢 を 整備 する と いっ た 、 管理 者 に 求め られ る 役割 と 責任 が 適切 
に 果たさ れ て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


3. また 、 信 用 格付 、 信 用 集中 リス ク の 管理 、 問 題 債権 の 管理 等 と いっ た 「. 
個別 の 問題 点 」 の レイ ヤー( 階 層 ) で 掲げ られ て いる チェ ッ ク 項 目 の 検 証 の 結 
果 、 問 題 が 認め られ た 場合 に は 、 そ の 問題 点 の 発生 し た 原因 ・ 背 景 、 そ の 経 
営 に 与え る 影響 等 に つい て 、 経 営 陣 ・ 管 理 者 が 行う 態勢 整備 が 適切 に 行わ れ 
て いる か を 検証 及び 評価 する 中 で 大 い に 考 慮 され る こと に な る も の と 考え て い 
ます 。 


4. さら に 、 信 用 リス ク 量 を 統一 的 な 尺度 で 定量 的 に 計測 する 「 信 用 リス ク 計 測 
手法 」 を 採用 し て いる 金融 機関 に つい て は 、「 息 . 個別 の 問題 点 」 に 基づき 、 戦 
略 目標 、 規 模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 、 適 切な 計測 態勢 が 確 
立 さ れ て いる か どう か が ポイ ント と な り ま す 。 


5. な お 、 試 行 期間 中 に 「 評 定 段 階 の 判定 に 際 し て 、 定 量 的 な 計数 基準 を 設け 
て 欲し い 」 と の ご 意見 を いた だ きま し た が 、 評定 は あく まで 管理 態勢 を 総合 必 
に 判断 する も の で あり 、 管理 態勢 の あり 方 は 営業 基盤 や 業務 の 内 容 ・ 規 模 な 
ど に 応じ 、 同 一 の 業態 内 と いえ ども 区 々 で ある と 考え られ る こと か ら 、 具体 的 な 
判断 基準 を 一 律 に お 示し する の は 難し い の で は な いか と 考え て いま す 。 

し か し な が ら 、 資産 の 健全 性 に 係る 経営 指標 は 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 を 把 
握 し 、 経 営 に 与え る 影響 度合 を 判定 する 際 の 参考 と な る も の と 考え て いま す 。 








( 問 62) 信用 リス ク 管理 態勢 の 【 ブ ラス 要素 】 と し て 、「…・ 将 来 性 の ある 企業 の 発掘 に 
つなが っ て いる と 認め られ る 場合 」 と あり ます が 、 具 体 的 に は どの よう な 基準 で 行 
う の で すか 。 





( 答 ) 
1. 各 留 意 点 に 掲げ られ て いる プラ ス 要 素 に つい て は 、 例 えば 、 弱 点 が 経営 に 
与え る 影響 を 判断 する 際 の 要素 に な る も の と 考え て いま す が 、 評 価 す る 上 で 
の 金融 機関 の 取組 状況 の 方 向 性 を 見 極め る 判断 材料 と 考え て いる こと か ら 、 
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定量 的 な 基準 を お 示し する こと は 難し い の で は な いか と 考え て いま す 。 


2. 検査 官 と の 評定 に 関す る 議論 の 中 で 、「 目 利き 」 能 力 向 上 へ の 取組 み の 具 
体 例 あ る い は その 取組 み の 波及 効果 (この 場合 で は 将来 性 の ある 企業 と し て 
発掘 し た 企業 の 具体 例 な ど ) を 積極 的 に お 示し いた だ き 、 仮に 、 そ れ が 信用 リ 
スク 管理 全体 に 対し て プラ ス の 効果 が ある と 誰 し も が 納得 で きる よう な 状況 が 
明らか で あれ ば 当然 プラ ス の 要素 と し て 勘案 され る べき も の と 考え て いま す 。 


3. な お 、 例 えば 、 金 融 機関 に お ける 企業 訪問 、 経 営 指導 等 を 通し て 、 技 術 力 、 
販売 力 、 経 営 者 の 資質 や これ ら を 踏ま えた 成長 性 を 総合 勘案 し 、 債 務 者 の 実 
態 を 把握 し て いる こと は 一 つの 判断 要素 と な りえ ます の で 、 こ の よう な 事実 を 
示す 資料 が あれ ば 積極 的 に 提示 し て いた だ きた いと 考え て いま す 。 











( 間 63) 資産 査定 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 





( 答 ) 

1. 資産 査定 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、① 自 己 査定 が 正確 に 行わ れる 態 
勢 が 有効 に 機能 し て いる か 、② 償 却 ・ 引 当 が 適切 に 行わ れる 態勢 が 有効 に 機 
能 し て いる か に つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける 資産 査定 管理 態勢 の 確認 
査 用 チェ ッ ク リ スト の I 及び IT の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ た 各 チ ェ ッ ク 項 目 
を 検証 し た 結果 、 資 産 査定 管理 態勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と し て 見 た 場合 に 、 
実態 と し て 機能 し て いる か 、 ど こ に 編 点 が ある か 、 と いう こと が ポイ ント に な る と 
考え られ ます 。 


2. 具体 的 に は 、 自 己 査定 基準 、 償 却 ・ 引 当 基 準 の 整備 ・ 周 知 、 資 産 査定 管理 
部 門 の 設置 等 の 組織 体制 の 整備 、 評 価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て 
いる 役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 適 切な 基準 の 整備 ・ 周 知 と いっ た 、 
管理 者 に 求め られ て いる 役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か が ポイ ント と な 
り ま す 。 


3. 債務 者 区 分 の 相違 や 償却 ・ 引 当 額 の 垂 離 が 著しい 場合 に は 、 自 己 査定 の 
正確 性 ある い は 償却 ・ 引 当 の 適切 性 の 観点 か ら 重 要 な 問題 点 の 一 つと 考え ら 
れ ま す 。 し か し な が ら 、 著しい 垂 離 の 結果 の み を も っ て 判断 する も の で は な く 、 
自己 査定 の 検証 等 を 通じ て 把握 し た 径 離 の 発生 原因 で ある 内 部 管理 態勢 上 
の 弱点 が 、 経 営 に どの 程度 影響 を 与え て いる か に より 、 評価 する こと と な り ま 
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4. 


す 。 

な お 、 リ スク 管理 債権 等 の 開示 の 適切 性 に つい て 検証 し た 結果 、 過 小 開示 
を 目的 と し て 、 意 図 的 に 貸出 条件 緩和 債権 を 減ら し て いる と 認め られ る 場合 等 
に は 、 法 令 等 遵守 態勢 に お ける 評価 の 対象 と な る 場合 も 考え られ ます 。 


( 注 ) 関 連 項目 ( 問 43) 参照 








( 問 64) 


市 場 リ スク 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 





( 答 ) 


1. 


2. 


3. 


市 場 リ スク 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 バン キン グ 勘 定 及 び ト レー ディ ン 
グ 勘 定 の 双方 に つい て 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 
合っ た 適切 な 市 場 リス ク 計 測 ・ 分 析 手 法 を 用 い 、 市 場 リ スク を 適切 に 特定 ・ 評 
価 ・ モ ニタ リン グ ・ コ ント ロー ル す る 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か に つい て 、 検 
査 マ ニュ アル に お ける 市 場 リ スク 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト の 1 及 
び TI の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ た 各 チ ェ ッ ク 項 目 を 検証 し た 結果 、 市場 リス 
ク 管 理 態勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と し て 見 た 場合 に 、 実 態 と し て 機能 し て いる 
か 、 ど こ に 弱点 が ある か 、 と いう こと が ポイ ント に な る と 考え られ ます 。 


具体 的 に は 、 市 場 リス ク 管理 方 針 の 策定 、 当 該 リ スク 管理 方 針 に 基づく 内 
部 規程 ・ 組 織 体制 の 整備 、 こ れ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て 
いる 役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 あ る い は 市 場 リ スク 管理 規程 の 
整備 ・ 周 知 、 市 場 リス ク の 特定 、 計測 ・ 分 析 、 モ ニタ リン グ ・ コ ント ロー ル 及 び こ 
れ ら の 検証 ・ 見 直し と いっ た 、 管 理 者 に 求め られ て いる 役割 と 責任 が 適切 に 果 
た され て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


また 、「 和 . 個別 の 問題 点 d の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ て いる 項目 に つい 
て 、 適 切な 市 場 業 務 運 営 、 資 産 ・ 負 債 運営 が 行わ れ て いる か 、 フ ァ ン ド 投 資 に 
当たり 適切 な 審査 管理 及び リス ク 管 理 が 行わ れ て いる か どう か も ポイ ント と な 
り ま す 。 


4. 加え て 、「 市 場 リ スク 計測 手法 」 に つい て は 、「 想 . 個別 の 問題 点 」 に 基づき 、 


戦略 目標 、 規 模 ・ 特 性 及び リス ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 、 適 切な 計測 態勢 が 
確立 され て いる か どう か が ポイ ント と な り ま す 。 
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ら . 


6. 


一 方 、 金 融 機関 が 採用 すべ き 市 場 リ スク 計測 ・ 分 析 方 法 の 種類 や 水準 は 、 
金融 機関 の 戦略 目標 、 業 務 の 多様 性 及び 直面 する リス ク の 複雑 さ に よっ て 決 
め ら れる べき も の で あり 、 複 雑 又 は 高度 な リス ク 計 測 ・ 分 析 方 法 が 、 全 て の 金 
融 機関 に と っ て 適切 な 方 法 で ある と は 限ら な い の で 、 評 定 を 行う に 当たっ て も 、 
この 点 を 留意 する こと と し て いま す 。 


な お 、 今 回 の 検査 マニ ュ ア ル の 改訂 に 伴い 、 従 来 の 「 市 場 関連 リス ク 管 理 熊 
勢 」 の 中 に 含ま れ て いた 、「 顧 客 リ スク の 管理 体制 」 は 「 顧 客 保護 等 管理 態勢 」 
へ 、「 市 場 流動 性 リス ク 」 は 「 流 動 性 リス ク 管 理 態勢 」 へ 、「 事 務 管 理 」 は 「 オ ペレ 
ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 態勢 」 へ 、「 市 場 取 引 に 係る 信用 リス ク の 管理 」 は 「 信 用 
リス ク 管 理 態勢 」 へ と それ ぞ れ 整理 され た こと に より 、 こ れ ら の 検証 結果 は 、 各 
管理 態勢 の 評定 を 行う 上 で 勘案 する こと と な り ま す 。 








( 問 65) 


流動 性 リス ク 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 








( 答 ) 


1. 


2. 


流動 性 リス ク 管 理 態 勢 の 評価 に 当たっ て は 、 資 金 繰 り リ スク と 市 場 流動 性 リ 
スク の 双方 の 流動 性 リス ク に つい て 管理 する 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か に 
つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける 流動 性 リス ク 管 理 態 勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク 
リス ト の 1 及び TH の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ た 各 チ ェ ッ ク 項 目 を 検証 し た 結 
果 、 流 動 性 リス ク 管 理 態 勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と し て 見 た 場合 に 、 実 態 と し 
て 機能 し て いる か 、 ど こ に 弱点 が ある か 、 と いう こと が ポイ ント に な る と 考え られ 
ます 。 


具体 的 に は 、 流 動 性 リス ク 管理 方 針 の 策定 、 当 該 管理 方 針 に 基づく 内 部 規 
程 の 整備 ・ 周 知 、 流 動 性 リス ク 管 理 部 門 及び 資金 繰り 管理 部 門 の 態勢 整備 、 
これ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て いる 役割 と 責任 が 適切 に 果 
た され て いる か 、 あ る い は 、 各 リス ク 管 理 部 門 の 適切 な 流動 性 リス ク 管 理 規程 
が 整備 され て いる か 、 流 動 性 リス ク 管 理 部 門 に よる 適切 な 流動 性 リス ク の 特 
定 ・ 評 価 ・ モ ニタ リン グ ・ コ ント ロー ル が 行わ れ て いる か 、 資 金 繰り 管理 部 門 に 
よる 適切 な 資金 繰り 運営 ・ 管 理 が 行わ れ て いる か 、 さ ら に は これ ら の 検証 ・ 見 
直し が 適切 に 行わ れ て いる か と いっ た 、 各 管理 者 に 求め られ る 役割 と 責任 が 
適切 に 果たさ れ て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 
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( 間 66) オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 を 評価 する 上 で の ポイ ント は 何で すか 。 








( 答 ) 

1. オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 の 評価 に 当たっ て は 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ 
リス ク を 人 金融 機関 全体 と し て 総合 的 に 管理 する 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か 
に つい て 、 検 査 マ ニュ アル に お ける オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 態勢 の 確認 
検査 用 チェ ッ ク リ スト の I 及び II の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ た 各 チ ェ ッ ク 項 
目 を 検証 し た 結果 、 す ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 態勢 を PDCA サ イク ル 全 体 と 
し て 見 た 場合 に 、 実 態 と し て 機能 し て いる か 、 ど こ に 弱点 が ある か 、 と いう こと 
が ポイ ント に な る と 考え られ ます 。 


2. 具体 的 に は 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 方 針 の 策定 、 当 該 管理 方 針 に 基 
づく 内 部 規程 の 整備 ・ 周 知 、 オ ペ ベレー ショ ナル ・ リ スク の 総合 的 な 管理 部 門 の 
態勢 整備 、 こ れ ら の 評価 ・ 改 善 と いっ た 、 経 営 陣 に 求め られ て いる 役割 と 責任 
が 適切 に 果たさ れ て いる か 、 あ る い は オペ レー ショ ナル ・ リ スク 管理 規程 の 整 
備 ・ 周 知 、 す オペレーショナル ・ リ スク の 特定 ・ 評 価 ・ モ ニタ リン グ ・ コ ント ロー ル 及 
び こ れ ら の 検証 ・ 見 直し と いっ た 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク の 総合 的 な 管理 部 
門 の 機能 が 適切 に 発揮 され る 態勢 を 整備 する と いっ た 、 管 理 者 に 求め られ る 
役割 と 責任 が 適切 に 果たさ れ て いる か が ポイ ント と な り ま す 。 


3. さら に 、「 邊 . 個別 の 問題 点 」 の レイ ヤー( 階 層 ) に 掲げ られ て いる 項目 、 特に 、 
別紙 チェ ッ ク リ スト と し て 整備 され た 「 事 務 リ スク 」、「 シ ステ ムリ スク 」、「 そ の 他 
の オペ レー ショ ナル ・ リ スク 」 と いっ た それ ぞ れ の 管理 態勢 が 有効 に 機能 し て い 
る か に つい て 、 そ れ ぞ れ 経 営 陣 に 求め られ て いる 役割 と 責任 が 適切 に 果たさ 
れ て いる か 、 あ る い は 事務 統括 部 門 、 事 務 指導 部 門 、 シ ステ ムリ スク 管理 部 門 
等 が 与え られ た 役割 を 適切 に 果たし て いる か 、 な どの 事項 も 評価 の ポイ ント に 
な る も の と 考え て いま す 。 


4. また 、 各 種 オ ペ ベレー ショナ ル ・ リ スク を 統一 的 な 尺度 で 定量 的 に 計量 し て い 
る 金融 機関 に つい て は 、「 息 . 個別 の 問題 点 」 に 基づき 、 規模 ・ 特 性 及び リス 
ク ・ プ ロフ ァイル に 見 合っ た 、 適 切な 計量 態勢 が 確立 され て いる か どう か が ポイ 
ント と な り ま す 。 


5. な お 、 具 体 的 な 不備 事例 等 は 、 内 部 管理 態勢 に 弱点 が ある こと に 起因 し て 
発生 し た 事象 で あめ る と 考え られ る こと か ら 、 内 部 管理 態勢 の 弱点 の 存在 を 示す 
材料 ある い は 弱点 の 経営 へ の 影響 度 を 判断 する 一 つの 衣 素 で は あり ます が 、 
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その こと が 直接 的 に 評定 段階 の 根拠 と な る わけ で は あり ませ ん 。 不備 事例 等 
が 発生 し た 要因 が 内 部 管理 態勢 の PDCA サ イク ル の どの 部 分 に 存在 する の 
か を 双方 向 の 議論 で 検証 し 、 把 握 さ れ た 弱点 の 経営 へ の 影響 度 を 勘案 し て 評 
価 が 行わ れる こと に な り ま す 。 


(以上 ) 
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